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開
催
趣
旨

ESD（Education for Sustainable Development＝持続可能な開発のための教育）は、持続可能な
社会づくりに向けた、様々な知識や知恵、技術、そして実行力などを兼ね備えた人々を育む教育や学びのこと
です。ESDは、知識の習得を中心とした伝統的な学校教育とは異なり、参加体験型をベースとしたその学び
はコミュニケーション力や批判力など、自覚的な市民として「生きる力」に結びつく能力をも育む学びです。

立教大学ESD研究センターは、日本国内はもとより、アジア・太平洋地域を含むフィールドを対象に、高
等教育や企業などをも対象として、広く、ESDの実践的研究を進めています。そして、これらの研究の成果
や研究を通じてできたネットワークなどを生かしながら、とかく難しくとらえられがちなESDを目に見える
形で、広く一般の方々に提示しようとする活動をEco-Opera（エコオペラ）として行ってきました。本シン
ポジウムもこのエコオペラの一環です。

本日は、ESD拠点としての自然学校を扱っています。自然学校の詳細については、「あとがき」の中で、
川嶋教授が記述していますので、ここでは述べませんが、この20年ほどの間に、自然学校はわが国の環境
教育の一つの大きな流れとして発展・定着してきました。私自身、この間、この自然学校の発展を目の当た
りにしてきた当事者として、自然学校の活動に関わってきましたが、その過程で、自然学校が果たしている
特異的な役割に気付くようになりました。というのは、日本がお手本とした自然体験活動を中心とした米国
の自然学校とは異なり、もちろん、自然体験活動は行うのですが、そればかりでなく日本では、持続可能な
地域づくりの拠点として機能するようになってきたことです。すなわち、ESDの拠点として、自然学校が機
能しているということです。この動きを米国の自然学校や環境教育の関係者に伝えると、皆さん、一様に
驚かれます。アジアにも同様な活動を展開しているところが無いわけではありませんが、この日本の自然
学校の運動は持続可能性の追求が一般化した現在において、国際的にみても非常に価値が高い活動であ
るといえます。今後、日本から発信をしていったならば、必ずや注目されるのでないかと思います。

本日は、5つの自然学校の方々から、取組についてお話をお聞きするとともに、自然学校や地域づくりに造
詣の深い専門家の方々のコメントをいただきながら、わが国における自然学校の意味や価値を皆様ととも
に探りたいと思います。おそらく、本日の発表にあるように、自然学校の型は一つではなく、ミッションや地域
によって、非常に幅広いものとなっています。しかし、そのベースには、地域の生態系サービス、すなわち、自
然（資源）が持っている様々な価値をしっかりと確認し、自然という源が存在しているから人間も生存できる
という、自然界の理（ことわり）を各自然学校が持っているのではないかと推測しています。食料資源として、
あるいは癒される源として、さらには文化として、これらを含めたいろいろな自然とのかかわりの中で、人間
は生きており、このような自然資源の持続的利用を通じて、人々の生活は豊かになってきたのです。

今回、日本各地の自然学校とその地域とが、持続可能な地域づくりに向けて、現在どのような協働活動
を行ってきているのか、その実例を紹介していただきます。その活動を通して、自然学校がESDの地域に
おける拠点としての役割を期待されていることを確認したいと思います。また、各地の自然学校が、その
地域への影響にとどまらず、地域外(日本・海外)への影響を及ぼす存在になっていることも確認できるの
ではないかと思います。さらに、キーワードとして「つなぐ」と「再生する」をあげたいと思います。つなぐも
のとしては「地域と地域外（日本各地、アジア各地など）」「高齢者の知恵と若者(子ども)たち」「集落と行
政」などであり、再生は、「地域の誇り」や「地域の価値」であり、「地域の元気」などです。このような役割を
自然学校が果たしていることも確認できるのではないかと思います。

このように、ESDとしての自然学校は、今その役割が、非常に明確になってきています。今回のシンポジ
ウムを通して、ESDとしての自然学校の価値がより―層明確になることを願っています。

開　催　趣　旨
立教大学 ESD 研究センター長　阿部 治

2010 年 3 月
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【 主　催 】 立教大学
【 会　場 】 立教大学池袋キャンパス太刀川記念館３F 多目的ホール
【 日　時 】 2010 年 3 月 2 日（火）14 時～ 18 時
【 共　催 】 立教大学ＥＳＤ研究センター

【 パネリスト・自然学校／事務局 】
 ① 関原 剛（NPO 法人かみえちご山里ファン倶楽部・専務理事）
  岩片 克己（白山神社宮司、NPO 法人かみえちご山里ファン倶楽部・理事）
 ② 辻 英之（NPO 法人グリーンウッド自然体験教育センター・代表理事）
  横前 明（泰阜村総務課村づくり振興係長）
 ③ 大西 かおり（NPO 法人大杉谷自然学校・校長）
  寺添 幸男（大台町役場大杉谷出張所長）
 ④ 高野 孝子（NPO 法人 ECOPLUS・代表理事 ／ TAPPO 南魚沼やまとくらしの学校）
  小野塚彰一（清水地区活性化委員会委員）
 ⑤ 高砂 樹史（NPO 法人おぢかアイランドツーリズム協会・専務理事）

【 パネリスト・専門家 】
ESD の専門家＝阿部 治 

（立教大学社会学部／大学院異文化コミュニケーション研究科教授、ESD 研究センター長）
自然学校ネットワークの専門家＝広瀬敏通 
　　　　　　　　　　　　　　　（NPO 法人日本エコツーリズムセンター・代表理事）
全国の地域再生、実例の研究者＝鹿熊勤（フリー・ジャーナリスト）

【 司　会 】
 川嶋 直 
 （財団法人キープ協会・常任理事、立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科特任教授）

【 当日配布資料制作 】
 大浦 佳代（フリーライター・フォトグラファー）

～ ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～

　本事業は、立教大学「Eco Opera!」事業として開催されました。Eco Opera! は、地球環境の
保全・環境教育に取り組む産公学が連携し、市民との関わりの中で活動を広めていくことを目的
としたプログラムで、ESD 研究センターが企画監修を行っています。

自然学校は地域を救う
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かみえちご山里ファン倶楽部

0 1
関原　剛　（NPO 法人かみえちご山里ファン倶楽部・専務理事）

生存技術は総合性の場
NPO 法人かみえちご山里ファン倶楽部は 2002 年に設立され、常勤スタッフ

8 ～ 9 名、会員は現在 340 ～ 350 名、年間予算約 4,500 万円で運営してい
ます。地勢は、桑取川の源流から日本海河口までの 17㎞を含む豪雪地帯の中山
間地であり、川に沿った形で十数カ所の集落があり、総称して桑取谷と呼んでい
ます。山文化・海文化が混交しており、土地との交感が非常に大事であると考え
ているため、この土地の「水の巡り」を活動の主幹としています。

我々は「守る・深める・創造する」を活動理念としています。まず「守る」とは、
千年続いた「口伝」の生存技術を調べ、記録し、復元することです。次に「深め
る」とは、それらの技術をノスタルジアで博物館化せず、新たな位置付けの中で、
合理的なものとして再評価することです。そして「創造する」とは、それらの地
域資源を既存のまま使うのではなく、新たな組み合わせにより新しい価値を創造
することです。

また、資源調査をする時に大切なことがいくつかあります。①具体な事実を調
べ情緒的な思い込みを排除すること、②人と人との関係性を最優先すること、③
結論誘導や理想の押し付けをしないこと、④「口伝」を可能な限り記録すること、
⑤復元・実施することで新たな価値と意味を創造すること、です。

受託事業としては、「上越市地球環境学校」を運営しています。これは、プロ
グラムが具体な自然や村のありようと絶対に乖離しないよう、村も都市から共に
学ぶという「生存共学」をキーワードとした体験型学習施設です。村の生存技術
とは、区分けや縦割りによる分断ではなく総合性の場です。人間が出会い、コミュ
ニケーションの場をどう維持するかが、受託事業ではあっても貫かなくてはなら
ない要素なのです。

以前、「～体験」という事業で田舎がテーマパーク化され、人々が疲弊したと
いう前例があったため、現在は自己責任で使える技術を真剣に学ぶ場としての「学
校」としました。ここでは娯楽提供をするのではなく、参加者の生存技術のスキ
ルアップを目的としています。また、お年寄りたちが畑や田んぼを続けられなく
なって「中止されるものづくり」に、何か「始めるものづくり」をあてがうこと
が必要となってきています。

インターンシップの受け入れでは、個人の「リアル」を重視しています。個人
が「リアル」でない人は、他者を「リアル」に想定できないからです。コミュニティ
理解のためには、まず「自己をリアルに感覚すること」が大切であると考えてい
ます。その上での他者との共存であり、共同体の感覚が空虚ではなくなることに
繋がります。この一点だけちゃんとしていれば、学生たちは自動的に自分で学ん
でいきます。
「ムラ」という場で人は何を回復できるのか？　考えられる要素として、一つ

目には都市での五感縮小があります。村では自然が人間に総合化を要求しますが、
都市ではシェルター内での部分機能として視聴覚だけが増大していきます。二つ
目には言語コードの回復があります。言語コードとは、まず言葉以前のイメージ
が十分にあり、それが発声によって圧縮され、書き言葉で究極的に象徴化された

関原 剛
（NPO 法人かみえちご山里ファン倶楽部・
専務理事）
1961 年生まれ、糸魚川市出身。目の前
の海や野山で遊んで育つ。高校卒業後、
東京で就職。その後、商業施設の設計会
社を辞め、95 年に Uターン。協同組合 
ウッドワークの求人「17 時に終業」を見て、

「夕方釣りができる」と職員になる。

環境教育から生存共学へ（ひとつの村落から村落集合体へ）



か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶
楽
部

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～6

あと、その文字を読んだ人が脳内の解凍ソフトを使い、その文字から再び元のイ
メージを連想することです。現代では、言語化以前のイメージ体験が圧倒的に欠
落しているため、この解凍ソフトが非常に貧弱です。これを取り戻すのも“ムラ”
の機能であると考えています。生活者としての言語コードを持っていれば、同じ
ように話は通じますが、現代では独立した言語秩序の存在する場が横行していま
す。村落の場合は、個の生活者としてのコードがあるため、共通言語の取り戻し
は非常に重要になってきています。

このように五感が縮小し、言語コードが希薄になっている中で大切なのは、「人
間に返る」ということです。バラバラな状態から一つの総合体へ、抽象コードの
仮想現実から具体へ、生産合理性から真の合理性へ、知識の楼閣から知恵の湖へ、
出し抜く「他者」から助け合う「他者」へ、その他大勢からひとりずつへ、などです。

NPO 法人かみえちご山里ファン倶楽部の機能は、繋ぐことです。村は無知で
はなく、ただ行政用語と学術用語を知らないだけです。一方、都市は無知ではな
く、ただ生存と生活の用語を知らないだけです。これらを繋ぐ我々の役割の核心
は、「媒介性、媒体性、編集性、翻訳性、意訳性」だと考えています。村落にとっ
て外の人というのは、非常に重要な役割を果たしています。村落を美しい数珠の
玉に例えると、それを繋ぐ紐というのが外の人であり、その紐の役割は、今、自
然学校で働く若者たちに期待されているのです。

今、我々は、行政制度上は存在しない任意のものとして、複数の村落集合体を 
「クニ」と呼ぶことを盛んに行っています。それは狭過ぎず、大き過ぎず、生存
が感覚できる範囲であり、まかないを実感できる範囲です。さらに、土地の形に
逆らわず、人が群集化されない範囲でもあります。単独の集落よりは大きく、市
よりは小さい、非常に居心地の良い大きさです。しかし、こういう「クニ」とい
うものは、行政制度上規定され得ません。

また、山里や集落、村人、中山間地、活性化、限界集落という用語は、半抽象
で形而上学的です。このような惰性の用語使用は大変危険です。言葉の意味とい
うのは、背景と文脈こそが重要なのであり、同じ言葉でも誰が語ったかで意味が
全く変わってしまいます。そういう話者不在の抽象言語に、それ以上の奥行きは
ないだろうというのが我々の考え方です。具体の試みは、惰性の用語使用を疑う
ことから始まるのです。

我々が決めた「クニ」を特徴付ける 10 のまかないとは、①農のまかない、②
水産資源・塩のまかない、③天然採取物のまかない、④森林資源のまかない、⑤
水のまかない、⑥エネルギーのまかない、⑦教育のまかない、⑧民俗伝統・景観
のまかない、⑨福祉のまかない、⑩地域循環産業・経済のまかない、です。まか
ないとは、自給性であり独自性でもあります。「クニ」の集合が国であるべきで
はないでしょうか。

生存力というのは、総合性と連関性を感覚することだと考えられます。そして、
大切なのは誇りの復元です。外からの目によって、地域が自分たちの地域資源を
再評価し、「場の力」を感覚し、内向きから表明できる誇りへの転換です。それは、
良い文化は都市にだけあるということの逆転でもあります。「舞台」を持つ土地
は誇れる場所であること、このように地域が思えるような活動が我々の役割であ
ると考えています。

環境教育から生存共学へ（ひとつの村落から村落集合体へ）
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岩片克己　（白山神社宮司、NPO 法人かみえちご山里ファン倶楽部・理事）

桑取谷とは、新潟県の南西部、海から山に繋がる 17㎞の水の循環、桑取川の
谷間の地域です。春日山城、西の防衛線、そして秘密の兵站線でもあります。西
の防衛線と言われたのには、地域の人がまとまるために、その中心をお寺や神社
に据え、宗教も絡めて人と人との繋がりや集落と集落の繋がりというものを堅固
なものにしていった、という背景があるのではないかと考えています。

また、海から谷に入っていった所に集落が 16 あり、小さい集落は 4 戸、大き
い集落でも 40 戸に満たない単位の集落です。その中で神社が 13 あります。そ
して、禅宗の寺院が 9、その他、廃寺になったものが 2 寺院あります。過去数 
百年、僅か 9 戸の集落が神社と寺院を維持・管理し続けている所もあります。 
これこそが、その強さではないかと考えています。

そんな中、神社を中心にした伝統・文化・行事が随分多くあります。小正月と
いうのが 1 月 15 日にあり、いろいろな行事や民俗・文化の伝統を繋いでいこう
と行っていました。しかし、ある時 1 月 15 日が成人の日となり、さらにその後、
国民の祝日法が改正され、成人の日が変動することとなり、1 月 15 日が休日で
なくなってしまいました。その結果、今まで続いていた伝統・文化が立ち消えに
なったり廃止されたりしました。

我々は、子どもの社会教育の場として小正月行事を続けたいと考えています。
我々の小正月行事の特徴は、子ども達自身がいろいろな行事の進め方を主体的に
決めて、上級生をリーダーにグループとしてまとまり、物事を運営することにあ
ります。そして、各戸を回りお年玉がたくさん集まると、上級生はたくさん、1
年生は少しだけ。働く者はたくさん、働きがまだ少ない見習いは少しだけという
ように、子ども達の責任で分けます。こういうことをきちんと子どもの中ででき
るということが、原体験としてあり、学校でもなかなか教えられない教育の場に
なるのです。

そこで私どもかみえちごの理事長が、学校、教育委員会に掛け合いに行き、この
ような意味を持つ伝統文化の大切さを伝えた結果、1 月 15 日は休みとなり、子
どもたちは生き生きと行事を行っています。これが、我々の考える「繋ぐ、繋げる」
ということの一事例です。

岩片克己
（白山神社宮司、NPO 法人かみえちご山
里ファン倶楽部・理事）
1952 年生まれ、西横山集落出身。桑取
谷にある白山神社の宮司（神主）。神主と
しては若手だが地域に人望があり、NPO
と地域のつなぎ手としても活躍している。
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〈質疑応答〉

広 瀬： 自然学校とは何かということが、この 10 ～ 15 年、随分変わってきて
います。かつては、地域の自然や文化を背景にしながら、そこを借用し
て自分たちの自然体験のプログラムを行う場でしたが、今は、地域社会
の中に入って触媒機能を果たす役割が注目されてきています。その中で、
地域と自然学校との距離の取り方に独特の考え方を持たれているようで
すが、その辺りを少し話していただけますか？

関 原： かみえちご山里ファン倶楽部で働いているスタッフたちは、来た当初は
単純同化したいという考え方をします。つまり、早く村人になりたいの
です。その気持ちはよくわかります。過疎をどうにかしたいという思い
込みで来ますが、そんなに簡単にできるわけがないだろうと言われ、落
ち込む。お百姓になりたいと言うが、元々 5 人百姓がいて、過疎の村
に 6 人目の百姓が増えたからといって、問題は解決されません。NPO
というのは、6 人目、7 人目、8 人目のお百姓さんが就農できるような
仕組みを作る側で、直裁的にそこに出かけていくのではありません。た
だお百姓になりたいのなら、お百姓さんに弟子入りすればいいのです。
つまり、かみえちご山里ファン倶楽部の職員は、都市にも属さず、村に
も属さない宙吊りの中で踏み止まる精神的な強さがないとやっていけま
せん。単純に村に属すというのでは、村の役に立てません。また、都市
側に寄るのも駄目です。従って、都市のこともよく知って、村のことも
よく知りながら、その中間でぶら下がるという厳しく辛いことを要求し
ています。

広瀬敏通
NPO 法人日本エコツーリズムセンター代表
理事、ホールアース自然学校代表者。日
本の自然学校の草分けであり、自然体験
型環境教育の第一人者。

環境教育から生存共学へ（ひとつの村落から村落集合体へ）
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グリーンウッド自然体験教育センター

0 2 地域の教育力を育む自然体験

辻　英之（NPO 法人グリーンウッド自然体験教育センター・代表理事）

グリーンウッド自然体験教育センターは長野県の最南端、下伊那郡泰阜村に存
在し、公共交通機関では大変時間がかかる場所にあります。人口は2,000人弱で、
国道はまだ走っていません。山岳地帯にあるため、年貢は米で納められず、木で
納めていました。満蒙開拓、植林政策、減反政策、自治体合併と、常に国策に翻
弄されてきた村です。現在、自治体合併はしていませんが、村民は「この村にい
ては将来がない」と、その境遇を嘆き、結果、若者が減って高齢化率が上がって
います。里山は荒れ、放棄農地が増え、自治会や PTA、消防団などの住民組織
も持続困難になりつつあります。

我々は 1986 年にこの村に入りましたが、当初はまったく理解されませんで
した。林業の衰退・農家の激減と、産業を継続しにくくなっていた村民からは、我々
がこの地で自然環境を資本とした産業を興すことなど絶対に無理と思われていま
した。

しかし現在、当センターでは 15 ～ 16 人を雇用しており、人口 2,000 人の
うちの 15 人ですから、村の中では大企業だといえます。自然を資本とする新た
な事業の産業化に成功し、スタッフは住民組織の担い手や政策提言の担い手とし
ての期待にも応えつつあります。そして、村民自身が、教育の自己決定権の発揮
を模索し始めました。自分たちの村は自分たちで考えていこうということを少し
ずつ始めています。教育を中心に据えた持続可能な地域社会づくりへの挑戦が始
まっています。

我々の一つ目の基本理念は「多様性の共存」です。お互い様、結い、支えあい、
思いやり、といった他者との関係を豊かにする力、すなわち他者と自分との間に
存在する「違い」を「対立構造」として捉えるのではなく、「豊かな構造」とし
て捉える力を育成していく場でありたいと考えています。その「力」を育成する
ことこそが、若者と年配者、男性と女性、農山村と都会、日本と他の国々など、
多様性が豊かに共存する社会を構築できる「自立・自律的な」人材を育成する源
泉となると信じています。

二つ目の基本理念は「地域に根ざし、暮らしから学ぶ」です。「暮らし」の中に「学
び」の原点があると考えています。日々の暮らしは「生きる基本」を学ぶための
優れた学校です。日本の農山村には、その風土によって創り出された独自の「暮
らしの文化」があり、学ぶべき暮らしの「知恵」が豊富に存在しています。暮ら
しが脈々と営まれてきた「地域」の持つ潜在的な教育力を重視し、体験活動の中
にそれらの生活の知恵を取り入れながら、子どもたちや青年の健全育成と地域の
活性化を目指しています。

我々はその地域に住まなければ、その地域の教育力は享受できないと信じて
やってきました。20 年経って振り返ると、よそ者と村民たちが、急速に消えて
いく村の文化に内在する「教育力」を一緒に守ってきたのかもしれないと気付き
ました。

貧しい環境は、それゆえに地域内の資源をやりくりして生き抜く自立・自立的
気風を育んできました。今も地域住民が行政に依存しない共同作業が続いていま
す。また、昭和初期の世界恐慌時には、子どもたちの情操教育のために教員が給

辻　英之
（NPO 法人グリーンウッド自然体験教育セン
ター・代表理事）
1970 年生まれ、福井市出身。大学卒業
後、北海道の僻地での体育教員を目指す。
教育実習の際に「だいだらぼっち」を見学。
学校教育の枠外で 2 年ほど学ぼうかと職員
になる。
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料を返上して、それを全村民が支持したという経緯があり、目先のことにとらわ
れずに長期的視野でものごとを捉える教育尊重の気風があります。小さな村の住
民が、少ないながらも財を持ち寄って豊かな地域コミュニティを創り上げてきた、
支えあい・相互理解・相互補完の気風があります。貧しさが「お互い様」の文化
を残してきたのです。そして、生み出す暮らしの文化といえるほどまでに循環型
の暮らしが確立されています。我々は、これらをきちんと教育のプログラムに反
映していくことが大切だと考えています。

自然体験教育は、1 年間子どもたちを預かる山村留学「暮らしの学校・だいだ
らぼっち」、1 年間も行けない子どもたちのために夏・冬に預かる 3 泊～ 2 週間
ほどの「信州山賊キャンプ」、地元の子ども対象の体験活動「伊那谷あんじゃね
自然学校」の三つがあります。

山村留学「暮らしの学校・だいだらぼっち」は、僻地山村で生き抜いてきた村
民の暮らしから学ぶことが狙いです。今年は 15 人が参加し、村の学校に通っ
ています。センターは学校ではなく、生活を学ぶ場です。23 年間で約 350 人
が参加しました。「信州山賊キャンプ」は、暮らしを軸にした子ども主体の自由
キャンプです。1 年間で関東中京圏の子ども 1,100 人とボランティアスタッフ
350 名が参加しています。「欧米に追いつけ追い越せ」という戦後教育は、「都
市に追いつけ追い越せ」という意識をも泰阜村民に強烈に植え付けました。村民
はこの村が持つ教育力を否定的に捉えて子どもを都市部に送り出してきました。
しかし、我々との活動を通して、村民の意識が質的に変化し始めています。我が
子を都市部に送り出した村民が、今度は都市部の子どもから教えられているので
す。村民有志が NPO を立ち上げてグリーンツーリズムや民宿を始めました。

また、地域内の連携を伴って、自然体験教育も質・量ともに充実してきています。
　この地域の教育力に気付いた村民たちが地元の子どもたちの体験活動を始めよ
うとしています。それが「伊那谷あんじゃね自然学校」です。「あんじゃない」は、
方言で「案ずることはない、心配するな、大丈夫だ」という意味です。人間と自然、
社会と人間、老若男女が「あんじゃね」な関係に役割を果たせないかということ
で設立しました。当センターは運営を担い、地域財政の厳しい村の負担を最小限
にとどめるため、民間助成金などで資金を確保して活動をコーディネートしてい
ます。これはまさに、泰阜村の教育力が村民の手によって取り戻されていく作業
です。地域の教育を地域住民が考えていく。それはそもそも当たり前のことなの
です。

我々の活動は、自然を資本とする新たな産業（教育を通した都市と山村の交流）
を誕生させました。地域への経済波及効果は年間約 7,000 万円です。我々は間
接的に雇用の促進をしようと考えています。NPO だけが儲けずに、城下町・門
前町の発想で、自然学校があると周りが儲かるという仕組みを目指しています。
そして今、若者が U ターンし始めています。村に優秀な青年が戻り始めています。
自然体験教育が、持続可能な地域社会づくりに一定の役割を果たしつつあります。

地域の教育力を育む自然体験
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横前　明（泰阜村役場総務課村づくり振興係係長）

村と当センターとの位置づけについてのお話をします。泰阜村は何もありませ
ん。信号機もコンビニもありません。ならば、この原風景、自然を大切にした方
がよいと考え、泰阜村は都会を追随しない村の良さと自然を前面に押し出してい
ます。当センターも自然を生かしていこうという教育に取り組んでおり、村とは
何らスタンスが食い違うことなく、同じ方向に向かって進んできています。村長
も役場職員も、当センターには様々なノウハウを教えてもらい、また、村への提
言をしてもらったりもしています。

横前　明
（泰阜村総務課村づくり振興係長）
1959 年生まれ、泰阜村出身。役場職員
ひと筋 30 年。前の所属は、教育委員会
教育振興係長。村長が描く“福祉が産業
の泰阜村”を支える役場職員の職に誇りと
自負を持つ。
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〈質疑応答〉

阿 部： グリーンウッドの場合は、泰阜村というこの地域だけではなく、国際理
解教育という平和の視点がありますが、国際理解教育の視点は、この地
域にどんな影響を与えていますか？

辻　： 「同じ釜の飯を食べる」ということが相互理解に非常に役立つのではな
いかと思い、それを国際理解教育に生かしたいと考えています。この村
は満州開拓に千数百名を出しており、帰国してきた人が今でも住んでい
ます。そういった異文化と、私たちのようなよそ者の異文化が混在して、
この村の暮らしが成り立っているということは、日常ではなかなか気付
きません。国際理解教育を行うことによって、村の人にそのことを気付
いて欲しいし、そういったことが実は財産なのだとわかって欲しいので
す。このような狙いが我々にはありました。これからその成果が出てく
るだろうと思います。

司 会： これは実際に海外から子どもたちが泰阜村にやって来るというプログラ
ムなのでしょうか？

辻　： 環日本海側の国ばかりですが、北東アジアの５カ国から各国 10 人ほど
集まって来ています。

横 前： 国際理解教育を行うことで、泰阜村の小・中学校、中学生に個性的な意
味で良い影響を与えています。

鹿 熊： 長期留学の場合、留学生は村に住民票を移しますが、１人増える、１人
減るというのは行政的にどういう意味を持つのでしょうか？

横 前： 泰阜村の人口は現在 1,914 名で、1 年間に約 30 ～ 40 名が減ってい
ます。10 年経てば 1,500 人になってしまうので、かなり危惧してい
ます。１人増えると交付税で 30 万～ 40 万円増えるという計算になり
ます。現在の人口構成は逆三角形であり、底辺が広がるきちんとした形
の三角形になれば、村も活気づくと思います。子どもは小学生と中学生
を合わせて 160 人です。そのうち約１割の 15 名はセンターの山村留
学生ですから、センターの影響はかなり大きいです。

鹿 熊： 世代のバランスが取れることが、人口が単純に多いことよりも大事だと
いうことでしょうか？

広 瀬： 自然学校の生業はとても小さいですが、地域への経済波及効果は、実は
非常に大きいのではないかと考えています。その地域に訪れる人の旅行
費用総額のうち、少なくて 2.5％（本州の中山間地）、多くて 25％（沖
縄、屋久島、北海道など大観光地）ほどが自然学校そのものに落ちる金で、
約 50％が宿、食、買物などで地域に落ちていることを考えると、非常
に大きい経済効果があるのではないでしょうか。また、地元の方が元気
になる、笑顔が増える、生きがいを持つ、というような意味の効果――
それを経済と言ってはいけないのですが――もあるということを今後、
トータルに可視化できる、指標にできるようなものをつくりたいと考え
ています。

阿部治
立教大学ESD研究センターセンター長お
よび社会学部/大学院異文化コミュニケー
ション研究科教授。NPO法人「持続可
能な開発のための教育の10年」推進会議

（ESD- J）代表理事、日本環境教育学会
会長。筑波大、埼玉大を経て2002年より現
職。専門は環境教育/ESD。環境教育のパ
イオニアとして国内外で活動。

鹿熊勤
フリー・ジャーナリスト。立教大学兼任講
師（自然環境と人間）。NPO 法人日本エ
コツーリズムセンター理事。アウトドア、自
然教育、環境問題、第一次産業、手技、
食など自然に接する領域で取材活動を続け
る。近年は「地域活性化」「地方の自立」
もウォッチング。著書に『葉っぱで 2 億円
稼ぐおばあちゃんたち』など。

地域の教育力を育む自然体験



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～26

1 2

3 4

5 6



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

27

7 8

9 10

11 12

地域の教育力を育む自然体験



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～28

13 14

15 16

17 18



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

29

19 20

21 22

23 24

地域の教育力を育む自然体験



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～30

25 26

27 28

29 30



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

31

31 32

33 34

35 36

地域の教育力を育む自然体験



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～32

37 38

39 40

41 42



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

33

43 44

45 46

47 48

地域の教育力を育む自然体験



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～34

49 50

51 52

53 54



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

35

55 56

57 58

59 60

地域の教育力を育む自然体験



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～36

61 62

63



グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー

37



大
杉
谷
自
然
学
校

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～38

大杉谷自然学校

0 3 自然学校は地域を救えるか？についての検証

大西かおり（NPO 法人大杉谷自然学校・校長）

大杉谷自然学校は三重県の中央より少し東側の多気郡大台町大杉谷地区にありま
す。現在、人口 301 人の地区です。

主幹産業の林業が衰退して仕事がないこと、若者がいないこと、過疎・高齢化し
た地域は元気がないという背景のもと、環境教育で地域を活性化するために 2001
年 4 月、当校を設立しました。ただ、「地域を活性化する」という言葉はもう使わ
なくなっています。

我々の事業は以下の四つです。①環境教育事業：子ども向けの自然体験・キャンプ、
大人向けのエコツアーなど、②環境教育普及支援事業：指導者養成や講演など、③
調査・研究事業：植生調査、生態系調査など。2004 年度に災害に見舞われました
が、この災害後の魚類の調査を継続して行っています。④地域協力支援と地域づくり：
地域の祭事の手伝いや、災害の時の災害復旧など、です。

我々はこれらの事業を通して、どんなことを伝えたいかを以下の三つのポイントに
整理しました。

一つ目は「自然体験を通して得られる学びの場」です。小学校の子どもたちが
裏山を間伐・整備し、子どもたちが間伐材を乾かして切り、市場で売ります。また、
地域に民泊をして、様々な話を聞くというコミュニケーション、伝統漁法、林業家か
らの話、イノシシやシカなどを解体・試食など、山里にまつわる様々な体験などがあ
ります。これらから学ぶことは、都会で今、学べないことが非常に多いです。

二つ目は「懐かしい未来を創造するためのアイデア箱」です。地域はアイデア箱
です。例えば炭焼き・薪割り、これで風呂を炊いて入ったり、あられを炒ったりしま
す。おそらく、小さい頃にこういった体験をした子どもたちは、大人になってから自
分の家に薪風呂をつくることはないでしょう。しかしながら、技術革新によって得ら
れる新しいエネルギーといったものを志向する子どもたちが生まれます。「賢い消費
者」をつくる要因になるのではないかと考えています。今、社会の息詰まりのよう
なものを打破するヒントは、地域社会に残されているのではないでしょうか。地域社
会を見て未来をつくり出す。その未来はおそらく懐かしさを感じさせるようなものに
なるのではないでしょうか。

三つ目は「昔の日本人のすごさを伝える劇場」です。老人が雪の中、裸で乾布
摩擦をする。そして、それを拝んでいるおばあさんたちがいる。これは昔の日本人
のすごさを伝える歴証です。これからは「ネイティブジャパニーズ」なのです。

老人たちは、地域に庚申様、不動様などいろいろな神様を祭っていて、それをと
ても大事にしています。こういったものが私たちに引き継がれているのでしょうか。
昔の日本人には本当にすごいものをつくり出す、独創性、創造性、素晴らしいもの
が数多く存在しています。こういった、地域に残るものの再評価をしながら、我々
は自然学校の活動をしてきました。

しかしながら、これらはあくまで初期の段階であり、途中から変化していきました。
8 年ほど前に無くなってしまった、参加者が大人や高齢者ばかりの運動会の写真を
見た時に、私は、このままではこの地域は必ず消えてしまうと思いました。ここから
我々のまた新たな戦いがスタートしたのです。ハエ叩きをつくっている様子、餅撒
きをしている様子、炭焼きがもう朽ちてしまった様子、盆踊り、こういった昔の日本、

大西かおり
（NPO 法人大杉谷自然学校・校長）
1972 年生まれ、旧宮川村出身。高校時
代から下宿して地域外の学校へ通う。大学
卒業後、JICA の青年海外協力隊で 3 年
間、フィリピンで理科の教員をつとめる。帰
国後、「生まれた地域で働ける仕事」を求め、
自然学校に可能性を見出す。北海道の自
然学校で研修中に、大杉谷自然学校立ち
上げの話があり、就職を決める。
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素晴らしいヒントがどんどん消えていっています。地域が消えるということは、日本
が古くから引き継いできた心が消えることなのです。しかしながら、もっと大事なも
のが、どんどん失われていってしまっているのです。

我々が今、戦っているのは、限界集落化という問題です。65 歳以上の人口の比
率が 55％を超えると、限界集落と呼ばれる地域に分類されます。以前、地域の真
ん中にありましたが、その上流部分が全部消えてしまい、小学校なのに集落の外れ
に存在しています。これによって、どのような問題が発生しているのでしょうか？ 集
落が消滅して何か問題があったでしょうか？ 何の問題もなかったのです。地域の人は、
実は平和に生き、今の限界集落の生活に何ら支障はありません。さらに、やがて静
かに消えてしまうのが限界集落の自然なのかもしれないという気持ちもあります。

現在、高齢化率が 70％もあります。我々が 2001 年に当校をオープンした頃
の人口は 374 人でしたが、現在は 301 人です。もう70 人以上がこの 10 年間
で減少してしまったということになります。

人がいない地域の問題は数多いです。出合（であい）という寄り合い制度による
墓場の掃除や、人々が乗り合いで行く買い物など、一人消え、二人消え、三人消え
となってしまうと、大変不便になってしまいます。また、シカの防護ネットを張ろうにも、
自分の力ではどうにもなりません。つまり、人がいないことによって集落機能の崩
壊が起きてしまうのです。

いったい、いつ、誰が、どこで何のために始めたのかということが希薄な祭りは
非常に多いです。冠婚はすでに消滅しているため、今、この地域に残っているのは
葬祭の部分が多いです。しかしながら、若者たちは、そもそもこんな地域の慣習を
守ることに何の意味があるのかと思っています。よって一時的に復活しても絶対に続
かないのです。

昔の冠婚葬祭の役割は、結束を固める手法の一つ、人を一人前にする社会教育
の場、若者たちの紹介の場であると考えます。要するに、これは人を結ぶ壮大なシ
ステムであり、1,000 年以上地域で続いているすごいシステムなのです。これが今、
崩れてきています。

今、お金より大事なものが何かあるのか？ ということが問題なのだと思います。
例えば山の神様は、実は山の高台にあって田畑を見守ってきたものですが、高い山
にあったら人が登れないため、最近、低い場所に降ろされました

三重県南部にある丸山千枚田では、昔は一面の山で木が生えていました。これが
何百年の年月をかけて田んぼになったのです。大事にされています。

我々と一緒に活動している「せせらぎ会」という食のグループの方々をブドウ狩り
に連れていったところ、大変なことが起こりました。土産にブドウを買い占めたので
す。お世話になった人、これからお世話になるかもしれない人、親戚、近所に配る
ためです。しかし今、都会では、お土産自体も非常に小型化し、そういったものを
配る必要がなくなってきています。このようなところからも、お金より大事な人との
繋がりというものがどれだけ社会に不要になっているかというのがわかります。

金より自然の力が大きかったのが田舎だったはずですが、都市化して、今や自然
よりお金の力が大きくなってきているのです。自然、地域の繋がり、田畑、地域で
行う冠婚葬祭、家族、親戚はお金で解決できて、いらなくなりました。お金があれ
ば一人でも生きられる社会、これがそもそも悪いのです。

自然学校は地域を救えるか？についての検証
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当校は、実は小遣い程度の経済効果しかありません。売り上げは約 3,800 万円、
職員は常勤が 7 人で、全部で約 10 人います。これが限度です。自然学校は産業
になっていないのです。自然学校だけでは無理です。行政のテコ入れを待ちたいと
思います。

寺添幸男 （大台町役場大杉谷出張所長）

私は 30 年以上行政マンをしており、出張所勤務は初めてとなります。300 人
の集落に現在、部下が 3 人と集落支援 1 人の計 4 人がいます。今までは、産業課
に約 13 年在籍し、10 人以上の部下を持ち、村興し・産業振興の部分で第三セクター
をつくる、いわゆる職場づくりを行ってきました。ホテル、水工場、高速道路のパー
キングエリアなど、それにより200 人ほどの職場ができました。そして、もともと、
上司が今の町長であり、町長自身が大杉谷の出身で、大杉谷を何とかしたいという
思いがあったため、限界集落対策を任せられたのです。

町長は、2009 年度の施政方針で「大杉谷地域は清流宮川の源流部であり、大
台町の原点でもあります。大杉谷に元気を出してもらわなければ大台町も元気が出
ません。地域が元気を出すためには行政指導では限界もありますが、地域の人々と
一緒になって元気が出る方法をともに考えていきたいと思っています。そのために、
大杉谷出張所に地域づくりの予算と権限を与えるとともに担当職員を配置します」
と述べています。

まず、自然学校と共同で地域調査を行い、地域の約 300 人に、一人 2 時間ぐ
らい話を聞いて、自然学校の立ち位置を確認しました。自然学校に対する批判は
一つもなく、もう少し自然学校と関わってみたいという声が非常に多かったです。こ
のことを考慮して、自分が仕掛ける交流会を自然学校に委託しました。2010 年 2
月中旬に、名古屋と大阪で 700 人近い大杉谷の出身者に手紙を出し、その中から
40 名が名古屋と大阪に来て、いろいろな懐かしい思い出を語ってもらったのが始ま
りです。

この後も、自然学校とともにいろいろな仕掛けを考えています。その一つが、2
地域居住になるのか、U ターンになるのかはわかりませんが、出身者の孫に大杉谷
に来てもらい、大杉谷の伝承者になってもらうことです。いずれ、空き家を改築し
てそこから始めようと考えています。これは、活性化のために何をしたらよいかと考
えた時に「I ターンよりも U ターン」という地域の人々の声があったからです。ま
ずはこれから始めて、皆が理解できたら、次は I ターンも考えたいです。

大杉谷地域は自然学校が主体となってやっていくべきです。役場の人間は高コス
トです。失礼な言い方ですが、自然学校は低コストであり、従って、自然学校に役
場の役目をどんどんお願いしたい。可能であれば窓口業務を自然学校にやってもら
いたいです。

私は、大台町で行われる公益性の高い仕事は、自然学校のような NPO にどんど
ん任せていくという仕組みをつくっていきたいと考えています。各町村単位で、も
う一回行政を見直そうという仕組みを今こそ真剣に考えています。

寺添幸男
（大台町役場大杉谷出張所長）
1956 年生まれ、旧宮川村出身。行政マ
ンひと筋で、08 年度まで産業課長として、
町に産業と雇用をつくる仕事をしてきた。道
の駅、温泉宿泊つきアウトドアレジャー施
設、食品加工施設、製材加工業など多彩。

「大杉谷でも産業を」と地域外にも広くア
ンテナを張る。
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〈質疑応答〉

広 瀬： 国内 62,000 の過疎集落のうち、2,600 集落がまもなく消えるといわ
れており、その消える集落の 40％が川の上流部にあるといわれていま
す。大杉谷小学校の上流部はもう皆消えてしまったという話がありまし
たが、まさにそのとおりです。その中で、誰がこれから村を支えていく
のでしょうか。もう静かに消えてしまうしかないというのは、皆が言っ
ていることなのですが、消えさせたくないという集落もあります。その
辺を誰がどう支えていくのかという問題で、今、自然学校がいろいろと
話題になっています。大杉谷の報告で出てきたものの中に「まだこの村
に住み続けたい」「何も不自由してない」という意見がありました。不
自由していない。満足している。これはまさに都会にいる人にとっては
驚きに感じるかもしれません。実は全国調査「人口減少・高齢化の進ん
だ集落等を対象とした日常生活に関するアンケート調査」（平成 20 年
度・国土交通省）で、限界集落といわれる集落の 90％の人が住み続け
たいと答えています。高齢者だけではなくて、30 代、40 代も含めて
住み続けたいと答えています。10 代、20 代はさすがに 55％ですが、
何がそう思わせるのかというのも、やはり非常に大きい課題ではないか
と思います。とはいえ、医療がない、教育の場がなくなる、買い物がで
きないという声もあります。その中で、地元食材などの利便性の高い移
動販売カーを自然学校でやったらどうかという意見もあります。自然学
校は、もはや自然だけをテーマにやっている時代ではなくなってきてい
ると思います。田舎では自然学校が墓守もやらなければならない、移動
販売もやらなくてはならないというような状況があります。自然学校が
安く仕事をしてくれるというだけではなく、そこの自然学校の活動が
しっかりと担えるような形で行政とうまく仕組みをつくるには、どの辺に
配慮したらいいかという考えを寺添さんから聞かせていただけますか？

寺 添： やはり、まずは地域住民に理解されることが一番重要であり、そこか
ら役場における自然学校の位置がはっきり見えてきます。私のところ
は 1 町 1 村の小さな合併です。1 万人の合併をしただけなのです。本
当は合併したくありませんでしたが、交付税の関係や、合併特例債がも
らえるということがあって合併しました。その中で自然学校は、まだ明
確な位置付けがありません。ですから、自然学校は今一度、大台町とい
うフィールドの中でしっかりした位置付けにしたいという思いがありま
す。その中で、若者たちに高い志を持ってきてもらい、そこにいろいろ
な仕事をお願いするということは、当然あっていいのではないでしょう
か。アンケートを行うと、本当にほとんどの人が「このままでいい」と
答えます。しかし一方で「交通が不便なところは何とかしてくれ」とい
う要望もあります。非常に小さな幸せを、本当に皆が感じています。そ
の中で、住民は質素倹約で、自然にやさしく生きています。これを都会
の人に学んで欲しいのです。やはり、自然にやさしく生きる方法を、も
う一回日本の中で学び直さなければいけないのです。全国の自然学校が

自然学校は地域を救えるか？についての検証
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それを持っているのではないかと思います。

鹿 熊： 期待されているものや、これから自分たちが背負わなければいけないも
のが、始めた時とは違ってきているのではないでしょうか？　例えば、
大杉谷自然学校という組織名でこのままやっていくのか、あるいは地域
の NPO として新たに組織変えして、多面的・多角的にやっていくのか、
その辺りの意見・構想を聞かせてください。

大 西： まず、我々のミッションの変化についてですが、私は地元出身だったた
め、スタートをした時は、地域で生活していくための仕事として自然学
校というものをチョイスしました。従って、子どもが好き、自然が好き
と言って自然学校に入ってくる人とは違い、金儲けとして考えていまし
た。ところがやっているうちに、地域というものは、我々の金儲けのネ
タではない、そんなものにとどまっていられるわけがないと気付いたの
です。今は、これからの日本社会のヒント、未来へのヒントは地域にあ
ると考え、我々は未来を見つめたり、未来を創造したりする、フュー
チャーリストになる必要性があるのではないかと思っています。限界集
落は消えるかもしれません。しかし、そこから発信する、今、学んでも
らいたいことがたくさんあります。我々は自然学校という名前を変える
つもりは毛頭ありません。楽しいという漢字を使うつもりも毛頭ありま
せん。学校は学校です。そういったものを学ぶところです。

阿 部： この地域の人々は今の生活に満足している、幸せだと感じているという 
ことに引っかかっています。例えば、今の高齢化率 75％という値が 
どんどん上がっていき、周りの人々がポツポツと消えていく中で、関係
性、要するにある一定の人のコミュニティが成り立つ村民がいる所と、
一人世帯、一軒家があるような所は共通なのでしょうか？　それとも、
やはりそれなりにコミュニケーションが交わせるような地域の人たちの
ほうが幸せ感、あるいは逆に孤独感……　その辺は感じられますか？

大 西： 集落を考える時に、霞ヶ関のほうでは、もっと広域な範囲で集落をつくっ
たらどうかというような話があると聞きますが、現場に来てくださいと
言いたいです。実は、大杉地区は、人口は少ないが非常に大きな行政単
位です。その中には大字があり、そして小字が存在します。私たちの地
区には、さらにその下に「組」という単位が存在しています。やはり、「組」
という非常に小さな集落の単位が一つずつ元気であるというのが、一番
幸せ感が高いと思います。「組」は、徒歩 5 分以内で回覧板などを回す、
という範囲の単位です。私は3組ですが、以前は3組だけで墓掃除をやっ
ていましたが、人口が減って、5 組と合同でやるようになってきました。

阿 部： 資料に「地域の人が誰かに頼られる存在になると、その地域が元気にな
る」と書いてあります。今、満足だ、幸せだと思っている人々であって
も、例えば外から来た人たち、自然学校で来た人たちとの関わりの中で、
地域住民の人々の自己効力感とか肯定感のようなものが上がっていくと
いうのは感じられますか？
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寺 添： 「組」について、もう少し話をしたいです。大西校長が言うように、集
落というのは大小あり、10 軒ほどの集落から 60 軒ほどの集落まであ
ります。それらは昔の形であり、現在は 10 軒だったり 5 軒だったり
しますが、その組の中で役割が決まっています。従って、高齢者はその
中でも若いほう――60 代、70 代が若いといわれる年代――の人々が
支えているのです。その仕組みを我々が邪魔するわけにはいかないので
す。その役割を剥奪してしまうことは非常に難しく、そこで、何が過不
足しているのかを調査をするという形になります。きちんと役割がある
ため、孤独という感覚は田舎の人々には絶対にないと思います。自然と
触れて、四季を感じ、人の繋がりがあるから、何も問題ないのです。都
会のほうが非常に殺伐としていると思います。年齢的には高いが余力は
あるので、そこへ無理のない形で、その人々の能力を利用させてもらう
という形がよいと思います。

大 西： やはり頼られるというのは非常に重要なことだと思います。それは自然
学校や、そういった仕組みにとどまらず、あらゆることで起こるのでは
ないかと思います。頼られている人間はなかなか死ねないし、死ぬ気も
起こらないと思います。

阿 部： 人口が減っていくと、頼られる存在でなくなっていくというのがあると
思います。当然、減れば減るほど関係性はなくなり、薄くなります。そ
ういう状況においても幸せなのでしょうか？

大 西： 過疎化において、集落で果たす役割、家族において果たす役割がない人
は、幸せ感は薄くなると思います。生きる気力自体が減ると思います。
ただ、人がいなかったとしても、例えば神様が祭られているのであれば、
それを守り続けなければいけないという、地域に発生している義務感と
いうのは非常に強いと思います。

自然学校は地域を救えるか？についての検証
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TAPPO 南魚沼やまとくらしの学校

0 4 暮らす人々の幸せと希望をもたらす農山村の宝

高野孝子　（NPO 法人エコプラス・代表理事）

TAPPO 南魚沼やまとくらしの学校は、我々 NPOと、いくつかの集落が一緒にやっ
ている事業の名前です。「TAPPO」は、我々の方言で田んぼを指します。

この清水地区は、標高 600 ～ 650m の所にある南魚沼市の一つの集落で、 
もともとは清水村でした。南魚沼は豪雪地帯で、地球上で人が暮らしている場所で
最も雪が深い場所だと思います。その中でも清水地区は雪が多い地域です。しかし、
人々はここで何百年も暮らしてきており、そこで積み重ねた知恵があります。

我々は南魚沼全体の農山村を活動範囲としています。我々の活動は、「暮らす人々
の幸福感・希望感」「地元の子どもたちの成長と教育＝持続可能な社会の基盤」「互
いの学び合い」「スモールビジネス」「すべての土台としての生物多様性」というこ
とを目指して始まりました。暮らしている人々が幸せで希望に満ちた村づくり、何と
いっても、地元に育つ子どもたちが大事だと考えています。小さなビジネスをつくり、
百姓のありようのように、たくさんのいろいろな仕事をしながら、そこで暮らしてい
くことができたらよいのではないかと考えています。

もともと、ECOPLUS（TAPPO の事務局である NPO 法人 ECOPLUS）が
10 年以上に渡って、この地域一帯でいろいろな活動をしていたため、農山村が学
びの宝庫であるということはよくわかっていました。学びの宝庫というのは、その人々
の人生に関係すること、アイデンティティに関係すること、未来に関係すること、社
会づくりに関係すること、平和に関係すること、です。

しかし、一つの事業を地域と一緒に興すということは簡単にはできません。NPO
として勝手に乗り込んでいって「やらせてくれ」ということでもありません。きっか
けは、栃窪集落の当時の区長から、小学校が統廃合になりそうだと言われたことで
す。その時、全校生徒は 8 人でした。新築して 3 年で統廃合の話が出てしまった
ため、何とかしなくてはならなくなったのです。ならば、その小学校を存続するかど
うかということではなく、もっと広い視野で、南魚沼市の農山村の価値を世の中に
問う、その時期ではないかということになり、TAPPO の活動が始まりました。

今、いろいろな問題が起きている中で、農山村が果たせる、農山村が持っている
教育力というのはものすごいものがあります。それを村の中にいる人々に問い、外
の人々に問い、皆で考えようというのが、我々の土台にある意識でした。農山村の
価値を現代的・社会的に位置付けたいとあるように、雪深い所で人がずっと暮らして
きた、そこで培われた知恵や技術といったものの中に、持続可能な社会のヒントが
あるのではないかと考えたのです。

南魚沼市全体を学びの場として、地域の人々から教えてもらう。学びは必ずしも
一方通行ではなく、教えているつもりが教わっているということがあります。その中
から共同作業でいろいろなことが生まれてきたらよいと思っています。

生態系調査、休日農業講座、子ども ･ ファミリー対象体験事業、都市農村交流事
業、僻地ネットワーク大会の他に、「栃窪かあちゃんず」「ナメコ」を代表とするスモー
ルビジネスなどの試みを行っています。

自然に働きかけるということから学べることはとても多いため、機械を使わない農
作業を行っています。我々のためにわざわざ手作業でやってもらっているのではあり
ません。栃窪という集落は棚田で、大型の機械が入るには限度があり、平野の大き

高野孝子　
（NPO 法人エコプラス・代表理事）
1963 年、旧塩沢町の酒造業（現在は販
売業）を営む旧家に生まれる。北極海横
断などの国際的な冒険プロジェクトを重ねな
がら、イギリスで環境教育についての研究
を行い、エジンバラ大学で教育学博士号を
取得、日本の野外・環境教育を先導。
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な田んぼでやっている農家とは競争できません。ならば付加価値を付けようというこ
とで、村の人々が伝統的な農業を取り入れること、つまり手作りをすることになりま
した。有機農業で、自然、水と土壌菌と虫といったものに繋いでもらった米を天日
乾燥して市場に出すという、コシヒカリとしては通常、市場に出回ることがない、愛
情いっぱい、手間ひまいっぱいの米をつくることになり、我々もその一部を手伝うと
いう形で始まりました。

村の外の人々もやって来ますが、子どもも老人もサラリーマンも、いろいろな立
場の人々が一緒に作業をします。いろいろな感想があります。生き方に関係するよ
うな感想が数多くあり、これはやはり農山村の教育力だと思います。人が自然の中
で体を動かすこと、自然に働きかけることに関わるということは、生き物としての人
間にとって、とても大事な何かがあると感じています。人生の教訓を教わったりする
人もいます。村にずっと伝わってきた知恵や技術を教えてもらいながら、自然の近
くに暮らすことの価値に触れる。そのことで、自分たちのライフスタイルを見直す。
そのようなことに繋がっています。

清水集落は、ネット環境から無縁の場所でした。2009 年 10 月に光ケーブルが
通って、とたんにブログを始めたり、清水の人とメールのやり取りができたりするよ
うになりました。

宝物会議、山里ワークショップというTAPPO のイベントをするために、清水地
区活性化委員会が結成されました。この時の話し合いで、特産物としてナメコをつ
くることになりました。

現地の人々の多くは 60 代、70 代で、危険な作業は彼らが全部やります。仕事
が早くて格好良いので、皆が惚れてしまいます。共同作業の後に振り返りの会が開
かれます。この村の宝物は何だと思うか、これからどういうふうにしていけるかとい
うことを話し合うのですが、いろいろな意見が出ます。現地の人々は、村の外から
来た若者たちを含め、いろいろな世代の人々と関わっています。

我々はそれぞれの地域でアンケートを実施しました。地域の人々の意見を総合す
ると、自然と食を生かした健康の里にしたい、子どもたちがずっと暮らせる地域にし
たいという思いを持っていることがわかりました。もっと何かしたいと清水の人々も
栃窪の人々も思っているので、そこに我々の事業があります。

先日、別の集落で会議があり、そこで「TAPPO を通じて元気になった」と言っ
た女性がいました。「村が明るくなった」という声もありました。若い人たちが来て
活気が出てきたと、70 代、80 代の人たちも言いました。

また、20 代の若者たちが自分たちで村に関わり始めました。家に引っ込んでい
た女性が外に出てきました。自分たちのところはそんなに悪くないという誇りが生ま
れています。

結束が固い村だと思っていましたが、TAPPO をきっかけに、今まで話をしなかっ
た人と会うようになったと言われてとても驚きました。例えば清水では、学校が無く
なってしまったことで、おそらく人が出会う関係が減ったのではないかと思います。

暮らす人々の幸せと希望をもたらす農山村の宝
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小野塚彰一　（清水地区活性化委員会委員）

我々は、よそから来る人々は戦力だとも思いませんし、彼らが来たからといって、
どれだけ良くなるかと頼らないようにしています。ただ、来てくれる人々は皆無茶苦
茶一生懸命で、本当に清水を好きになってくれます。私は限界集落という言葉自体
が大嫌いです。「歳は 60 過ぎたが、気は若いぞ」という気持ちでやっています。
都会から来た若い人はパワーを置いていってくれます。そのパワーを貰えることが、
我々にとってとても有り難いのです。そして、また次の年に彼らが来ることが楽しみ
になります。落ち込んできたかなと思うと、彼らが来てくれて、またパワーが貰える
ので、本当に有り難いと感じています。

TAPPO に関わるようになって、村の人々が交流するようになり、委員長が「道
路の草刈りに来てくれないか」と言えば、ひと声で集まるようになりました。これま
でならば、「忙しい」「仕事がある」と言って、なかなか一つにまとまらなかったの
が現状だったのですが、今では 20 代から 80 代の人まで出てきてくれます。その
点はかなり変わったと思います。

小野塚彰一
（清水地区活性化委員会委員）
1949 年生まれ、清水集落出身。JR の
保線、建築土木関係などの仕事をしてきた。
地域の仲間と一緒に、神社の鳥居やゲー
トボール場をつくったり、公民館新築に力を
注いだりなど、集落のために熱心に活動。
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〈質疑応答〉

広 瀬： 福島県の阿武隈で自然学校をやっている進士さんは、全く地縁・血縁
もない人で、地域に入った当時は、いったいどこの馬の骨が来たのか
という目で見られていたといいます。すぐ隣に住んでいる人が関心を
持って、近づいてきて、いつしか一緒にやるようになったら、そこか
ら劇的に地域との関係が変わりました。つまり地域にとって、身内の
人が自然学校の重要な役割を果たすようになったわけです。そのよう
な、地域との距離感や入り方は非常に重要なポイントだと思います。
そうしたプロセスに失敗して、なかなか地域にとけ込めなくてめげて
しまうという事例も実際にあります。その辺はどう考えていますか？

小野塚： 清水の集落の人々は全員、自分が教師だと自負しています。プライド
が高く、何をさせても負けたくないという気持ちの人が多いです。こ
の木を切るのは、あの大将でなければ駄目だというようなことが決
まっています。そういうことに我々がやたらに踏み込んで怒られても
仕方ないので、歳がいくつになっても任せるようにしています。

高 野： とても重要だと思います。外部からある集落のことに何か言うのは余
計なお世話。しかも集落というのは、一枚岩でも何でもなくて、複雑
な社会が織り成されていて、口を聞ける人、口を聞けない人がいます。
ですから、どの筋で地域に入れるか、自分が考えていることに共鳴し
てくれる人がいるか、一緒にやろうと思ってくれる人がいるかという
のは、やはりとても重要なことだと思います。

阿 部： 清水の集落は日本百名山の一つ、巻機山の麓です。巻機山の登り口に
清水があります。非常に有名な山であり、いろいろな人々がやって来
ます。大学の山岳部、大学の先生なども行ったりして、都会の人々が
かなり行く場所です。今まで、そのような人々は単なる通過者になっ
ていたのでしょうか？　そのような人々との関わりは今までにありま
せんでしたか？

小野塚： 過去にもいろいろな団体が来て、今でも一緒に活動している団体もあ
ります。ただ、清水の集落が一丸となってやろうと言ったのは、高野
さんが清水に来てからです。それまでは清水の総意としてということ
はありませんでした。当時、清水の人々は皆仕事を持っていて暮らし
ていける、そういう時代でした。誰の世話にならなくても生きていけ
るという自負心がありました。それが、今、このような時代になり、
今度は誰かの知恵を借りないと存続自体ができなくなるという危機感
が生まれ、そこで TAPPO が入ってきました。皆が潤うというよう
な劇的なことはありませんが、精神的にとても豊かになり、これから
もまた、もっと良くなるのではないかという希望もあります。本当に
持続させていきたいと思っています。

暮らす人々の幸せと希望をもたらす農山村の宝
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鹿 熊： スモールビジネスについてお尋ねします。まず、手間ひまをかけて、
愛情を込めてつくっている米は、地元の人々に対して、どのような貢
献性があるのでしょうか？　また、『地域活性化委員会だより』によ
ると、お土産の販売所やコーヒーショップをつくりたいという地元の
意向があるとのことですが、そのようなことは 20 ～ 30 年前から
各地で試みられており、上手くいっていない地域もあれば、非常に売
れている地域もあります。TAPPO は、人との交流を生かしたり、物
販を生かしたりという仕組みづくりの中で、どのように資源を経済に
結び付けていくのかという具体的な構想や細かいアイデアはあります
か？

小野塚： 清水もかつては集落内に３町歩近くの圃場（ほじょう）、棚田があり
ましたが、今、集落の中では米は一軒もつくっていません。清水の集
落に田んぼの形はありますが、米はつくっていません。今は、木を切っ
ても売れませんし、炭焼きをしても炭は売れません。熊捕りにしても、
熊は捕れるかどうかわかりません。従って、ほとんどの人が勤めに出
て生計を立てている状態です。当然、私のように年を取って会社を辞
めると、楽しみもなく、年金だけで食べていくのはちょっと心細いと
いうことになれば、今やっているような地場産業、木を利用したナメ
コなどのキノコ類や山菜しかありません。そういったもので少しでも
収穫を上げて販路を決めれば、少しは糧になるのではないかと思って
います。15 ～ 20 年間はキノコの収穫があると思うので、それを期
待しています。

高 野： 栃窪集落では、もう自分たちで稲作ができなくなった人たちの田んぼ
が、耕作放棄されないように集落営農が始まり、天日乾燥の米づくり
はそこでやっています。現在、本当に手作りのものは限定をしていま
す。村全体が同じレベルの低農薬や天日乾燥をするくらいでなければ
ならないのではないかという話は出てきています。販路は、今のとこ
ろかなりあります。また、棚田オーナー制度という、環境保全にも貢
献するサポートをしてくれる人々のシステムがあり、それがもっと広
がれば村としてはかなり助かるはずです。コーヒーショップやお土産
販売所は、今はまだアイデアの段階ではありますが、ただ、それで食
べていこうというわけではなく、こういうことが始まると、他のこと
も始まり、そうなると今の 40 代、50 代の人々も仕事を持ちながら、
それをやり始めます。そして、それを見ていた子どもたちが起業しま
す。インターネットも入ったし、民宿が多い所もあるので、いろいろ
なやり方で広がっていくだろうと考えています。動きながら少しずつ
先のことを計画したいです。
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暮らす人々の幸せと希望をもたらす農山村の宝
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おぢかアイランドツーリズム協会

0 5 観光まちづくり産業で未来に遺し、 
伝えるプロジェクト

高砂樹史　（NPO 法人おぢかアイランドツーリズム協会・専務理事）

小値賀町は五島列島の北端にあり、博多からは約 5 時間半、佐世保からは 3
時間～ 3 時間半の場所です。自然学校は私が来る前の 2000 年頃から始まって
います。

島という特別な環境外海離島では、島の中ですべてが自活されなければなりま
せん。佐世保までは 3 時間～ 3 時間半かかるため、若者は佐世保に仕事に通う
ということが一切できません。島はまさに一つの国のようなものであり、貿易収
支を考え、外貨をどう稼ぐかということを考えないと、島そのものが存続してい
けないという状況にあります。当然、自然との共生や、島の文化を守り育ててい
くという観点で活動していますが、同時に「なんぼ儲けんねん」ということも真
剣な課題になっているのが現実です。

小値賀町の人口分布図を見ると、団塊ジュニア世代が一番欠けているのがわか
ります。当然、出生も少なくなってきています。2005 年の人口は 3,500 人で
したが、2010 年 4 月にはおそらく 3,000 人を割る見込みです。年間 100 人
ずつ減っています。最も深刻なのは、18 歳以下の子どもたちであり、急激に減っ
ています。

島には小、中、高と 1 校ずつあります。2005 年には高校 3 年生が 2 クラスあっ
て、70 数名いました。しかし、2009 年に高校へ入学したのがたったの 23 人
なのです。現在、小学校 6 年生、5 年生がそれぞれ 12 ～ 3 人で、3 年後には
10 人ほどになります。つまり、約 8 年で高校 1 学年の数が 8 分の 1 になって
いるという異常な減り方なのです。

産婦人科がないため、10 数年ほど前から島内で子どもが産めなくなっていま
す。里帰り出産ができない島民の場合は、自然分娩するのであれば 1 ～ 2 週間
前から旅館代を払って佐世保に行くことになります。それができない人は陣痛誘
発剤を使って、自然分娩はできないということになっています。

高校の存続も非常に危険な状況になっています。高校がなくなれば、島で子育
てをしようという条件がなくなってしまうのは当然です。高校に行かせるために
下宿をさせることができる裕福な家庭は島には一軒もありません。

そのような中で、観光を産業にして稼がなければなりません。特に若者たちの
仕事を作らなければならないということで、現在の 1 億円の事業規模を、何とか
物産も含めて 5 億円の事業規模にしていきたいと考えています。

現在、NPO でいわゆる教育プログラムを中心にして、年間約 1 万人の客に来
てもらい、1 億円ぐらいの事業という形になっています。全体の 8 割が青少年
向けの教育プログラムになっていますが、現実にもっとたくさんいるはずの大人
の客を、しかも単価の高いお客様をしっかりと呼び込むために、もともとあった
古民家――小値賀町はもともと江戸時代にクジラ漁で栄えて、米もたくさんつく
れる豊かな島だったため、酒蔵が 5 軒あったりと、豊かな古民家がたくさんあり
ます――の事業を、株式会社を設立して運営するとともに、旅行業の免許を取得
して、様々な着地型の旅行商品を販売していくという形で大きく展開をしていき

高砂樹史
（NPO法人おぢかアイランドツーリズム協
会・専務理事）
1965年生まれ、大阪府八尾市出身。大学
卒業後、インド、ヒマラヤを放浪。額に汗して
働く人々の姿、都会なのに鶏がいる暮らしに
触れ、「日本は異常だ」と感じたのが原点。
25歳で劇団わらび座の公演に感動し入
団。在籍10年のうち2年間は、東京事務所
でプロデュース的な仕事を行う。00年に退
団。島根などで有機農業を学んだ後、「昔の
大阪のような町、食べ物が身体になじむ、完
全な田舎」が気に入って、04年末に小値賀
島に移住。
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たいと考えています。
そのため、NPO 法人おぢかアイランドツーリズム協会と、株式会社小値賀観

光まちづくり公社を設立しました。以前の NPO 法人の時代から、島の観光のワ
ンストップ窓口として、一本電話をもらえれば、民泊、自然体験、弁当、チャー
ター船など、あらゆることを手配したり、島に向かってくるフェリー、高速船な
どの欠航情報を流したりという観光サービスを行っていたのですが、そのもの自
体を旅行業として事業にしつつ、同時に様々な旅行商品を生み出していこうと考
えています。

ここ数年間で増やしてきた修学旅行生などの体験・交流目的の客にプラスして、
1 泊 2 食 2 万 2,000 ～ 2 万 3,000 円ほどの客を獲得するために、農水省や
国土交通省の様々な補助金を利用して古民家の事業を立ち上げ、総事業費 2 億円
ぐらいでレストランと古民家の宿泊、プラス大人の体験プログラムという形で展
開していこうと考えています。

この島では 1 年のうち、安定して船が走るのは 3 ～ 4 カ月で、それ以外はい
つ船が止まるかわかりません。いったん船が止まったら、2、3 日は止まってし
まい、スーパーから物がどんどん消えていくということも普通です。例えば、台
風が来た場合は「島を出られなくなるので帰ってください」と、240 人の横浜
から来た修学旅行生にも帰ってもらうということもありました。そのような事業
展開であるため、これからは個人の大人の客を増やして、島の中でしっかりと雇
用をつくっていこうと考えています。

町民は約 3,000 人ですが、高校生や子どもたちも含むと 1,000 人以上、3
人に 1 人が交流に加わってもらっています。NPO は 1 軒で 1 会員と考えるため、
会員数は約 100 です。島全体が 1,300 軒ですから、13 軒に 1 軒は NPO 会
員になってもらい、島ぐるみで活動しています。

観光まちづくり産業で未来に遺し、伝えるプロジェクト
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〈質疑応答〉

鹿 熊： 自然体験のノウハウを、今度は株式会社という組織形態の中で、もっ
と多角的に観光を展開していく。その一つとしてツアー会社と提携す
るという話がありましたが、各地でいろいろな事例を聞くと、現実には、
ツアー会社というのは自然教育と合致しないような注文もたくさんつ
けてくるのではないかと思います。そういう部分で、ここだけは守り
たいポリシーやガイドラインなどについて、どのように話し合ってい
ますか？

高 砂： なぜ株式会社の形態を取るかというと、現行の NPO 法人に関わる日本
の法律の限界で、旅行業、レストラン業、物産業などをやっていくに
あたって、どうしてもそれらが営利事業と見なされるからです。NPO
法人のままでは難しいので、NPO 法人は NPO 法人として残しながら、
株式会社は株式会社として別の法人でやっていくということになりま
した。我々はその全体をアイランドツーリズムグループという形でやっ
ていくので、2 つの法人ではありますが、活動そのものは当然、この
島を次世代に残していくための事業ですので、利益が出ても株主に配
当はなく、利益が出れば次の投資や事業の展開や新しい仕事を生み出
して、島の若者たちの仕事をつくっていくというように展開したいと
思っています。

広 瀬： 高砂さんは古民家を改修して行っていく過程の中で、現状の法律との
壁にぶつかって、大変苦労しています。実際に、自然学校やエコツー
リズム、グリーンツーリズムをやっている人の多くが違法状態に置か
れています。これは、日本の法律の大半が戦後、業界が高度成長の中
でつくられていく過程で、業界を保護するために業界のための法律・
業法がつくられていったからです。業法というのは、基本的にそれを
専業にしている人たちのための法律を指します。ところが、自然学校
などの活動をしている人は、専業といえる程の収益もあげておらず、
いろいろな生業をしながら活動しているというケースが多い。そうす
ると結果的に、車に載せても、泊めても、ご飯を食べさせても、プロ
グラムを行っても、すべて違法になってしまいます。これは問題だと
いうことで、国でも、規制緩和や特区などの形を取っているのですが、
根本的な解決策ではありません。現状は、まだこの辺の突破ができて
おらず、専業から多業、いろいろな生業を持つという仕組みを日本の
地域社会に根付かせようということを、ようやく国の報告書でも出す
ようになってきています。そのような中で、仕事がないということが
よく言われます。田舎には仕事がない、だから、若者は出て行ってし
まう。実は仕事がないのではなくて、仕事をしていた人が辞めて、出
て行ってしまうのです。そのため、田舎はかなりの人手不足に陥って
います。仕事不足、人手不足だ。田舎にこそ、たくさんの仕事が欲し
いし、もっともっとつくれる隙間があります。高砂さんたちはその辺
をつくってきているということだと思います。
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高 砂： 中学校の先生に聞いて、一番ショックだったのが、中学 3 年生に聞い
たら、3 割の子どもが島に残って家業を継ぎたいと答えたということ
です。しかし、現実には 20 数年間、島に残った高校生は役場の職員
くらいで、3 年か 5 年に 1 人くらいしか雇わないということになって
います。隣にある、今は我々のフィールドになっている無人島の野崎
島は、もともと 33 集落 800 人が住んでいましたが、昭和の高度経済
成長期にあっという間に無人島になってしまいました。あっという間
に無人島になるという現実を目の当たりにしているので、そのような
中で、どうやってその隙間の中に仕事をつくっていくか。そして、半
官半農、半官半漁という形で、いろいろな仕事を一人がたくさん持つ
ことで、何とか一軒の家族が食べていけるように、というようなイメー
ジで活動しています。

観光まちづくり産業で未来に遺し、伝えるプロジェクト
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0 6 パネルディスカッション

 ESD（持続可能な開発のための教育）について 
 どう思いますか？

関原： （「？」と回答）本当にわかりません。特にいつもわからないのが
ESD の D です。

司会： D はディベロップメント＝開発。これについては、客席の中野民夫
（ESD研究センター CSRチーム研究員）氏が適切に答えられますか？

中野： ディベロップメントは厄介で、日本では「開発」と訳が定着していま
すが、もともとは「包んであるものが開かれる」とか「成長」「発展」
という意味もあります。これが開発というと、ダムやリゾートの開発
をイメージさせてしまい、人間性や社会の開発という意味が隠れてし
まいます。従って、持続可能な社会や持続可能な未来、持続可能性と
言い換えたほうが、日本の場合はスムーズだと思います。しかし、も
とは「可能性を開いていく」というとても大切な意味があり、非常に
厄介でありますが、何かそこに可能性がある言葉なのだろうと思いま
す。

辻　： （「お互い様」と回答）あまり難しくは考えていません。あのような地
域で大事にしてきたことをしっかり伝えていくという意味でお互い様
と思います。一人ひとりが大事にされる世の中を目指しているので、
例えば泰阜村では、畳の上で死にたいという老人のことをどう応援で
きるか、満州で開拓して帰って来て、地域の中では難しい立場を迫ら
れている中国の文化を背負った人々にどうスポットを当てるか、その
ようなことをしっかりやっていくことではないかと思います。

大西： （「地域はそうでしたよ」と回答）たまにはダムをつくったりと、持続
可能ではないこともあったかもしれません。概ね地域ではそういった
ところを昔は目指していたのではないかと思います。

小野塚： （「好き」と回答）漢字で書いてもらえば少しは意味がわかるのですが、
言わんとしていることは、我々は以前からやってきているので、これ
はよしとすべき。

高砂： （「E えらい、S すごい、D でっかい・・・テーマ」と回答）そんなに
大きいことを地域に言われても困るという意味です。例えば、私は主
義として米を有機無農薬でつくっていますが、地域で米をつくってい
る人々は、もうほとんどが 60 代、70 代ですので農薬を使います。
除草剤を使わないでやろうと思ったら、この会場よりも広い 300 坪
の田んぼを、4 回ぐらいずっと草取りに入らなければなりません。そ
ういう苦労を老人にさせてよいのかと私は思いますが、都会の人が来
ると、あっさりと「ああ、ここ、農薬使ってるんですか」と言います。
それはよく考えたほうがいいと思います。

各自然学校／事務局・地域からの報告を受けて、
報告者全員によるパネルディスカッションを行いました。

司会：川嶋直
（立教大学 ESD 研究センター・CSR チー
ム主幹）
大学院異文化コミュニケーション研究科・
特任教授。1980 年より山梨県北杜市の
清里、八ヶ岳の麓にある（財）キープ協会
で環境教育事業を担当し、現在は常任理
事を務める。「自然と人との橋渡し役」とい
われる「インタープリテーション」と仕事とし、
環境教育・野外教育・森林環境教育の指
導者やインタープリターの養成事業の企画・
運営を担当している。日本環境教育フォー
ラム・専務理事、自然体験活動推進協議
会・理事などとして、2005 の「愛・地球博」
における森の「自然学校・里の自然学校」
統括プロデューサーも務めた。



パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～70

 タイトル「自然学校は地域を救う　ESD 拠点 
 として期待される自然学校」をどう思いますか？

関 原： （「気味が悪い」と回答）生理的に気味が悪い。要素は総合的だと思い
ますので、自然学校が、ということで、逆に環境そのものが具体から
離れて、形而上学になるのではないかという怖さを感じます。私が思
うに、我々の自然学校は地域から救われています。逆です。

横 前： （「無限の可能性あり」と回答）泰阜村では、グリーンウッドのスタッ
フからいろいろな意見をもらっています。泰阜村にとっては、一つの
シンクタンクでもあるという位置付けをしているので、そんなスタッ
フの皆が、同じように泰阜村をどのように描いていくかという、村を
描くのに同じ歩調でいてもらえるので、これからも無限の可能性があ
ると考えています。

寺 添： （「ちょっと荷が重いですね」と回答）自然学校と言い切ってしまうと、
ちょっと厳しいと感じます。地域全体で、行政も地域の人々も、皆が
同じスタンスで理解し合うということが重要だと思います。

高 砂： （「誰のために地域を救う」と回答）例えば小値賀のような離島や、自
然が豊かで、そこに行けば、きっと都会の人が癒されるだろうという
ような地域、もしくは食料を供給するような地域。小値賀でいえば、
漁業がそこで営まれており、まさに国境の海を守っているわけです。
漁業が営まれている範囲だけでいえば、一つの県をはるかに凌駕する
ぐらいの広範囲で漁業が営まれています。その地域を救う、守る、存
続させるというのは、一体誰のためだろうか？　地域の人のためだろ
うか、それとも……　本当に誰のためだろうかということは、是非ま
た一緒に考えたいと思います。

小野塚： （「自分たち」と回答）自然学校をやったとしても、果たして、その集落、
その地域が発展するかといえば、私個人としては、そうではないと思
います。きっかけをつくってくれるのは確かに自然学校です。きっか
けはつくってくれますが、実際にやるのは自分たちだと思います。そ
の地域が一丸となってやるというのが大切だと思うので、本来、自然
学校の団体が自然学校をするのではなくて、それより一歩進んで、そ
の来てくれた客や子どもに対して、我々が自然学校風にやればいいと
思います。夢は大きいが、そのようになればいいと思っています。そ
れで、「自分たち」ということになります。

 それぞれの地域で、年間で 
 最大何人受け入れることができますか？

関 原： （「9,000 人」と回答）これは単純に、宿泊が可能な部屋数×日数×
5 掛け。

司 会： × 5 掛けとは？

パネルディスカッション
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関 原： だいたい 50％くらいだろうと思っています。

大 西： （「5,000 人」と回答）日帰りも含めて体験者数が年間 4,500 人で
すので、プラス 500 人で、5,000 人です。

高 砂： 目標は 30,000 人泊。５人家族で約 1,800 人泊。

高 野： （「1 万人」と回答）清水だけで、１日 100 人を民宿に泊めることが
できます。また、清水が麓にある巻機山は、少なくとも 3 万人は年
間登山者がいるということから、民宿に泊まるだけではなく、外で寝
る人などを含めば 1 万人くらいだと思います。

辻　： （「1,100 × 3 ＝ 3,300 ？　20 × 300 ＝ 6,000 ？　他いろいろ」
と回答）自分の NPO のやっている数字ですけれども。ちょっとよく
わからなかったところもあったので、話をすると、上（3,300）は、夏・
冬のキャンプの子どもたちの人数を 3 泊として、これぐらいです。下

（6,000）は山村留学で、1 年以上いるので、要は延べ人数とすると、
これぐらいになります。あとは、山村留学をやっていると、保護者や
OB がたくさん来るので、それは計算できませんが、たぶん 1,000 人、
2,000 人が 1 泊ずつするくらいかなと思うので、今、実数はこんな
くらいだと思います。そのような人々を我々の所にだけ泊めるのでは
なくて、隣の旅館や、地元のいろいろな所で泊めているので、もっと
受け入れられるかと聞けば、もうちょっと受け入れられるかもしれま
せん。

司 会： この質問をしたのは国際自然大学校の桜井氏ですが、どうして、この
質問をしたのでしょうか？

桜 井： 全国の子どもたちにこのような体験をさせたほうがいいという話が出
ていますが、それを受け入れるだけの数字が出せるのかと思ったから
です。とりあえず、今回参加した方々が受け入れるとしたら、何人受
け入れ、それを掛け算して、自然学校の数で掛けると、受け入れられ
る人数が出て、日本中の 1 学年を本当に NPO の自然学校で受け入れ
られるのかということなどが計算できるかと思いました。

 I ターンのエピソード、苦労話

司 会： 辻さんと高砂さんに質問します。他の人は皆 U ターンですが、辻さ
んと高砂さんは I ターンです。外部から入っていくのは、なかなか大
変だったのではないでしょうか？

辻　： 私はたまたま泰阜村にやって来ました。実家は福井県ですが、学生時
代は札幌で体育の教員を目指していて、小さな僻地で教員をやりたい
と考えていました。学校教育の前に社会教育の場を 2 年ぐらいやろ
うと思い、研修のつもりで入ったのが、たまたまこの泰阜村のこの団
体で、こちらの方が面白いということで 17 年経ちました。地域は大
変ですが面白い。大変なだけだったら、たぶんこの場にいないと思い
ます。17 年ぐらい経って、肩肘を張らなくなってきました。はじめ
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は、やはり地域に理解されようとか、皆に同化しなきゃと考えていて、
結果的に、それは自分の中では不自然な状況でした。この 2 ～ 3 年
はあんまり無理して理解して欲しいということはなくなってきて、「俺
だって 15 年いるぞ」というくらいに考えてやっていますので、今は
本当に楽しいです。

高 砂： 私は、2000 年に子どもが生まれたのをきっかけに仕事を辞めて田
舎暮らしを始めました。田植えも稲刈りもまったく経験がありません
でしたが、子どもができて、自分でつくった米、野菜を食べさせる生
活をしたいと思いました。本格的な田舎暮らしをするため、場所を全
国で探して、3 カ所目に住んだ場所が小値賀です。小値賀は、実は関
西との繋がりが歴史的にもすごく深い場所で、関西人の私にとっては
懐かしさを感じることができる場所でしたので、「ここで子どもを育
てたい」と思い、やって来ました。厳しいか、厳しくないかと言われ
れば、本当に厳しいです。とにかく最初は、まず言葉がわかりません。
集落の村に入って、村の共同作業に出て行きますが、その中で話して
いる言葉の 8 割から 9 割はわかりませんでした。今では 5 割ほどは
理解できるようになってきましたが。地域のいろいろあるうちの一人
でいるうちは、地域の人々も大歓迎という感じですが、このような事
業の中心を担当することになってくると、当然、いろいろなしがらみ
が出てきたりします。合併問題で真っ二つに割れた島ですから、その
しこりの真っ只中にこの事業もあるわけで、事業の中心になればなる
ほど風当たりも強く激しく、また応援してくれる人も強く激しくなり
ます。田舎なので、100％全員と笑顔でということは、まずあり得
ません。逆に、そのような人間関係の中に入れてもらっているという
ことを喜びに感じなければならないと思っています。

 地元の子どもたちを自然学校で教育することに 
 よって、人口の流出を防ぐことができますか？

高 砂： （「子育てできる収入が必要」と回答）私も最初は、島が嫌いで出てい
くのだと思っていました。しかし先ほど言ったとおり、ショックだっ
たのは、3 割の子は島が大好きで、島に残りたいが、仕事がないから
残れないという現実があることです。仕事というのも、当然、島だか
らといって自分の食い扶持だけでは駄目なわけで、子育てできる収入
が必要です。島から他の島や内地には通勤できませんので、島の中で
子育てできる収入を保障しなければなりません。現在、子育てをして
いるのは、ほぼ役場の職員だけです。

岩 片： （「できる」と回答）できると思うし、実際、できています。3 世代
の家庭があります。親は自分の親を見て育ち、その子どもはまたその
親を見て育つという、このような 3 世代の中で、いろいろなことが
教えられ、そして、今いる子どもは育っています。雨が降ってから川
へ流れるまで 17km。その途中に住んでいるということは、5km ～
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10km くらいの所に住んでいるということ。町まで 5km、10km と
いうのは、今の時代では情報もあれば、自動車もあるから、実は生活
圏内であるということ。そういう意味ではできています。なおかつ、
町で仕事をしていますが、頭の中に残っている思いというのは、自分
の故郷に繋がるものをかなり持っています。このような意味で「でき
る」という表現をしました。

横 前： （「一度は都会を、外を見ること」と回答）私は泰阜村に生まれ育って、
今も住んでいますが、一度は外に出てみないと、村の良さはわからな
いと思います。一度は外を見て、そして、村の良さに気付き、グリー
ンウッドが実施している子どもに対するプログラムを見て、「こんな
素晴らしい村なのだ」ということを感じて村に帰ってくる。これがベ
ストではないかと思います。

小野塚： （「イエス」と回答）私もできると思います。ただ、清水の場合は 20
戸の集落で、現在、子どもは、中学生が 3 人、小学生が 2 人しかい
ないのですが。今、手伝いをしていれば、将来町で暮らすことになっ
ても、車で 15 分くらいですから、すぐ手伝いに戻ってきます。それ
は我々が一生懸命になれば絶対にできます。私の集落の兄子は、親の
面倒を見て、跡を継がなければならないということを叩き込まれてい
るため、家を出て、家へ戻って来ないというのは、やっぱり引け目を
感じると思うので、これはできると思います。

寺 添： （「町内に住みたい子どもは増えるが、流出は止まらず」と回答）時代
が随分変わり、本当に今、子どもたちは実は田舎にとどまりたいと思っ
ています。そのため、職場をつくろうと努力はしていますが、ある意
味、無理な面もあります。自然学校の環境教育という形で、地元の学
校でキャンプをしたり、いろいろなことをしながら、地元を学んでも
らっていますが、無理があります。昔は、大杉谷から多くの人が大阪
に出て行きました。炭や木材で大阪に流れました。その次は集団就職
で名古屋、東京に出て行きました。しかし、調査をすると、最近の人
はほとんど県内にいることがわかりました。モータリゼーションが発
達して、近くの町は近距離になったのです。そのように考えると、近
くに家族が住まわれることで、大杉谷という集落の人口は減りますが、
集落としては存続できるということも考えられます。

 2010 年度の林野庁、農水省の予算では、 
 民主党の方針で経済効果が期待できないものは 
 削減される見込みとなっています。 
 こうした流れを止め、山村の良さを持続させていく 
 教育を行うためには一体何が必要でしょうか？

関 原： （国と縁を切る！！→「クニへ」と回答）要するに、国と縁を切れば
いいと思います。文句が出るというのは、どこかで頼っているからで
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す。それは仕方ないので、根性の中で縁を切ってしまえばいいと思い
ます。お前なんかいなくても生きていくという気持ちでいると、いつ
か向こうが仲間に入れてくれと言うかもしれません。

辻　： （「小さい力を信じる」と回答）泰阜村は非常に国策に長く苦しめられ
てきた村です。自治体合併に至って、もう国策は信じられないと思っ
ている人も多いです。従来の指標では、このような地域は不合理、経
済的に非合理ということで切り捨てられ、この村はごみのようなもの
でした。そのような指標は、食べていくためには当然大事にしなけれ
ばいけないと思いますが、これからは新しい指標、ものさしをつくっ
ていかなければならないと思います。要は、周辺に置かれている、弾
き出されてしまった小さい力が――それは子ども、老人、障がい、僻地、
農山村のことですが――本当は強い力を持っているということをしっ
かり再評価して、それらが結集して支え合って初めて、大きな力が出
てくると思います。従って、今までの指標でものを考えるのではなく、
今まで捨ててきてしまった指標でものを考えていくような地域づくり
を自然学校が果たせたらよいのではと思います。国と縁を切るまでは
いかないが、国のことはあまり信じたくないとは思っています。

高 野： （「調査／発信、教育→機運」と回答）イギリスでは、経済的に困難な
時期だからといって、青少年の教育に力を入れないと、将来、さらに
大きな経済的ダメージを生むという調査結果が、2009 年くらいか
らたくさん出ています。民主党議員の教育は、即効性的には必要です
が、やはり調査・研究をした結果として提示しない限り信頼できませ
ん。従って、もっと調査・研究をして、それを伝えていく、発信して
いくことがムーブメントになっていかないと、世の中、特に議員は動
きません。政府の予算の話ではなくて、社会の流れの中で、このよう
な農山村の教育力や青少年だけではなく、いろいろな人の自然体験や
環境教育・野外教育が重要なのだという機運をつくっていかなければ
なりません。

大 西： （「プライスレス」と回答）現在、文化や地域というのは金食い虫で、
経済効果があまりありません。従って、切り捨てられるという話もよ
くわかりますが、そのような場所にある、金に換算できないものの価
値を見直してもらい、それにもっと金を出してもらうという方向性が
必要なのではないかと思います。
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0 7 まとめ

鹿 熊： （「あたたかいお金が希望になる」と提示）参加した方々はそれぞれ、
出身地も考え方も違いますが、同じようなことを目指していると感じまし
た。それをまとめるものは何かと考えると、温かいお金なのではないか
と思います。私は、雑誌や本のライターをやっていて、取材を仕事にし
ています。対象はほとんど地方で、都会を知らない、東京を知らない地
方の人たちをずっと見ていますが、地方で議論になっているのは、やは
り経済、お金の問題です。なぜ若者はとどまれないのか、人口が減って
いくのかは経済の問題で、やはり経済の仕組みがおかしいという点では
皆認識が同じです。ただ、お金を語ると、何か汚いものを扱うように、もっ
と大事なことを話そう、お金より大事なことを話そうという機運になりが
ちです。そもそもお金や経済のあり方を一回語り直さないと、地方の問
題は解決しないのではないでしょうか。都会ではお金があれば一人で生
きていけます。これを逆に言い換えると、お金がなくなったら、都会と
いうところは人の生きていけない場所ということに。その現象が年越し
派遣村の問題などで出ています。お金がどんどん冷たく、冷酷になって
いる。地域の中にお金は必要なのですが、それはやはり温かいお金で
あるべきで、その点では伝統的な田舎の中にある交換経済は非常に温
かい。例えば、誰々の知り合いだから買って帰る。見える範囲でお金を
回し合うという仕組みはお金を温め合う田舎の伝統的な仕組みです。さ
らに昔は「講」というものがありました。これは皆で集まって、お金を
融通し合って、借りたい人に渡すような仕組みです。地域金融とでも言
うべきものもあったのです。今日の意見を聞いて、皆さん「お金を稼ぐ」
ということを模索しているのだと感じました。今のお金、経済とは違うお
金を目指しているのだと感じます。田舎ならではの経済の仕組みづくり
を、もう一回持続可能というテーマの中で語っていくような機会があっ
てもよいのではないかと思います。

広 瀬： （「伝承と貢献」と提示）私は、自然学校の役割は、この 2 つの言葉に
尽きるだろうと考えています。私自身は 30 年ほど前に、本当に小さな
村に住みつき始めました。全く地縁も血縁もないところに行ったわけで
すが、なぜ、そこに行ったのかというと、関原氏の言うところの自給自
足で生きるリアルな暮らしをしたいと思ったからです。行ってみたら、昔
の人々はすごい「日本人」でした。当時の人たちはもう皆死んでしまい
ましたが、私は、その人々に徹底的に教わりまくりました。教わりまくっ
たことによって、今、私がやっているホールアース自然学校というのが
できあがったと考えています。今、見渡してみると、若者たちがいなくなっ
て、家の中でも子どもたちもいなくなって、大人が子どもに、あるいは
年寄りが若者に伝えるということがなくなってしまいました。限界集落に
行ってみると、確かに皆元気なのですが、それは次世代がいないから、
仕方なく自分でやっている元気なのです。確かに頑張っていて、その限
りではよいのですが――「伝える」という本能が人間にはあると思うの

最後に、3 名の専門家から、まとめの挨拶が行われました。
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ですが――その伝える相手を失ってしまっている状況があります。自然
学校は、スタッフも参加者も現地をフィールドに現地の人と知恵を伝え、
伝わる関係をつくることで、もう一度、田舎の、すごい日本人の力がよ
みがえるようなことになるのではないかと思います。さらに、「結い」や
田舎の支え合いということ、つまり貢献ということは、市場経済に翻弄
されてしまった今の日本社会をもう一度洗い直しをするために、お互い
に貢献し合う関係を持つことです。自然学校は地域を救うのではありま
せん。そのような一方通行の話ではなく、持ちつ持たれつ、お互いに
支え合う、教え合う、学び合うという人間関係をもう一度作り直すことで
はないでしょうか。それが、自然学校ができる貢献の一つの形なのでは
ないかと思います。

阿 部： （「参画と協働の再興（ハブ）」と提示）私も各地の自然学校に足を運ん
でいますが、自然学校の活動を見ていて、あるいは田舎で育った経験を
重ね合わせて見ていくと、自然学校は、持続可能な地域づくりの大きな
牽引車になっていることは間違いないと確信しています。今日の皆さん
の話を聞いて、まさにその確信は強まりました。東京を含めた日本の都
市はもう持続し得ない、持続不可能に陥っています。日本の自殺者数は、
OECD の指標の中で常にトップ 3 に入っています。誰とも関わらないで
一日を過ごしてしまう孤立化の度合いにおいては、ずば抜けて日本がトッ
プです。また、子どもたちが未来に希望を持っていない、これも日本はトッ
プです。これは今日参加した方々の地域だけの問題ではなく、日本全体
の問題なのです。そのように考えると、今、まさになくなろうとしている
集落を抱えている地域と、東京は合わせ鏡なのです。この合わせ鏡の
問題をどう捉えるか。これは私たちの問題なのです。

 しかし現在、日本において、あまりにも危機感がありません。これは非常に
大変な状況を象徴しているのではないでしょうか。今、私たち自身がもう
持続し得ないのです。一方、地域で暮らしている人々の中には、今そこにい
て、その集落の人々と関わる、ときどき外部の人々と関わる、あるいは地域
の様々な自然と関わることで、生きている、人生を楽しんでいるという実
感を味わっている方々が確かに多く存在しています。そういうことを、今、
都市に暮らしている人々が知らなければなりません。この日本の地域の
問題は、都市の人口が地方に移動しない限り、解決できないでしょう。つま
り地方回帰です。どうしたら都市の人々が地域に帰っていくのか。帰って
いくだけでなく、地域で暮らしていけるのか。おそらくこれは、Iターンをし
た人々に学ぶことが多いのですが、それだけではなく、今、都市に暮らして
いる我々が、都市よりも地域の方が豊かだということを、感覚ではなくて
説得力があるものとして出さなければならないと思います。同時に、それ
はやはり日本の政治が優先してやるべきことだと思います。そういう意味
で、この自然学校が今後の地域の持続可能な地域づくりに果たす役割は
非常に大きいのです。大きいだけではなくて、非常に重要なのです。
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 人と自然との関係や、人と人との関係、人と社会との関係、この関係や
繋がりの中で初めて、我々は生きている、生かされているという存在感
を感じることができるのです。その関係性がどんどん断ち切られている
場の典型が今の都会なのです。その切られた関係性を再び繋いでいく、
その営みこそが ESD です。つまり、それぞれの繋がりをもう一回学び
取り、そして、その繋がりを再構築していくことです。今の繋がりでは、
もう持続し得ない。私もあなたもこの社会も持続し得ない。では、ど
のような繋がりならば持続するのだろうかということをトータルで見てい
く。それが環境であり、経済であり、社会であり、文化です。バラバラ
では駄目なのであり、トータルで見ていく、統合していく、そういった
視点です。

 この地域における持続可能性といった時に、住民が参加するのは当然で
す。つまり、住民が主体でなければできません。かつての地域におい
ては、どこにも参画と協働がありました。否が応でも地域のいろいろな
ことに参加しなければなりませんでした。そして、参加し、話し合って、
決めたことは皆でやっていきました。しかし、この参画と協働が都市で
はもうなくなっています。地域においても、どんどんなくなりつつありま
す。この参画と協働を、日本全国でもう一度地域からやり直さなければ
ならないのです。その際、かつての参画と協働ではなく、今風の、まさ
に市民が主体となった、市民社会における参画と協働を新たに作り上げ
ていくべきでしょう。その時に、この自然学校が非常に役立つのではな
いでしょうか。そして、それは環境だけではなく、地域経済の振興、福
祉の問題を含めて様々な人々を繋いでいく、組織を繋いでいく、外と中
を繋いでいく、そのようなハブとして、自然学校が今、機能していくの
ではないでしょうか。ただし、この、かつてあった参画と協働をもう一
度取り戻していくことは、かつての日本が良かったという話ではありませ
ん。かつての日本で育まれてきた、伝えられてきたもの――例えば自然
資源の持続的利用や地域の中で育まれた文化など――を大切にしなが
ら、現時点において我々が社会の主人公になっていくこと、それがまさ
に ESD なのですが、自分たちが社会の当事者として未来を決定する力
を付けていきます。これは、おそらく個々の地域、集落が持っていると
思います。それをそこにとどめることなく、日本全体で広げていくこと
が大切なのではないでしょうか。今日参加してもらったいくつかの地域
においては、国際交流を含めた視点が入っていました。日本だけが独立
した存在として、持続可能な国をつくることはできません。これはグロー
バリゼーションの中で、ますます深刻化しています。そして、我々が置
かれているような状況は日本だけではありません。地域の持続性の問題
は、多くの国々で同じような問題が起きています。そのような国々にお
いて、同じような問題意識を持って活動している人々がいます。そうい
うことを含めて、やはり我々は地域における持続可能性の拠点としての
自然学校を目指していくと同時に、国際的な視点を併せ持たなければな
らなりません。このことは今後の一つの課題でもあります。
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0 9 アンケート

一部抜粋
 点として開発されていることが、その場だけの事でもったいな
い。文化が人の中にあってつながっている。このことは分かっ
ているつもりだけど、何か伝える、大きくなる等の方法がない
のかな。

 関わっている人達は、NPO の人も地域の人も幸せそうでし
た。色々な取り組み方が見えました。毎日の生活につなげる
には、（都会で）色々考えさせられました。行政と NPO と企業、
立場が異なりますが考え方が大事だと重なる部分を大切にした
いと思います。人と人の関係を作るのに、自然はとても大き
な力を与えてくれるのだと感じました。

 各地の実践者と地元も行政や村の方からの具体的な取り組み
を伺うことができて、日本の都会ではあまり語られない現実が
浮かび上がってきました。ありがとうございます。

 自然学校がここまで重要なものになっているとは思わなかっ
た。様々な視点があってよかった。ESD のスパンで考えた時
に、自然学校の考え方は経済として考えても利益あるもので
あるはず。これを理解してもらえれば金は出るはず。

 地域づくりに本格的に取り組むようになったんだな。そういっ
た経緯を共有する場をもっと広げていきたい。

 勉強になったことと地域のやっかいな課題を解決するのは、な
かなか大変と気付かされました。皆さんどうぞ前に進めましょ
う。大変面白かったです。

 地域の実態が分かり、大変勉強になった。現場だけにまかせ
ていく為、限界集落が段々無くなっていく現状。都市部が関
係する（協力する）方法について意見交換する必要性。

 これから自然学校のような要素を含んだ塾事業をはじめようと
考えています。今回イベントに参加し、思い描いていた事業
に近い要素が多く、とても勉強になりました。あとは教材づく
りとスタッフ集めです。

 自然学校の役割が大きくなり、また変わってきていることがよ
く分かりました。

 自然学校を立ち上げようとしています。自分の立場がかみえち
ごの関原さんのお話しされた宙づりの人たちにあたるもので、
地域にも属さず都市にも属さずが心に落ちました。

 どの発表者からも地域に根ざしたリアルな生活感覚による活動
の様子がよく感じられた。都市に住んでいる私たちは、町場
の地域社会と地域環境を守る活動こそ大事にしなければなら
ないと思った。司会進行が絶妙でユーモアがあり大変良かっ
た。

 今回は自然学校関係者に加えて、地域のサポーター、役場の
方などが一緒に出られたのが良かったです。自然学校（だけ）
が地域の活性化の担い手や救世主なのではなく、様々なアク
ターと共にネットワークのハブとしての役割を担っていくという
のが実際のあるべき姿かなと思いました。

イベントのご感想やご意見、講師の方へのメッセージなどをご自由にお書き下さい。

ESD 関連で特に興味のある分野

（参加者 88 名のうち、54 名から回収）

参加者の割合1

3

2



ア
ン
ケ
ー
ト

「自然学校は地域を救う」　～ESD（地域を元気にする）拠点として期待される自然学校～104

 各地の自然学校で行われてきた事が、「結」、「人と人とのかか
わり」、「自然とのかかわりの中で生きてきた日本人」。50 年前・
30 年前までは当たり前の生活が、経済優先の国の施策で日
本中が先祖からつたわっていき「心」「技術」が失われようと
しているものを「教育」（自然の中での）を通して、伝え（復
活）ようとしている活動の例を知ることができました。

 学びの大切さを学ばせて頂きました。

 自然学校のガイドとしては、活動のヒントが多く得られました。
いろんな方法の中で、目指している地域の発展は同じであり、
パワーをいただきました。高校教員としては子供達にネイティ
ブジャパンのよいところを、数多く経験させたいと思いました。
教育現場には情報がきません。旅行会社ではなく、直接情報
を知る機会がほしいと思っています。

 日本の将来をどうするのか、その根本を考えさせられた。講
師の方々に自らの信念を体で実現していることに感動した。

 発表を意見交換を通じて、社会のあり方、教育のあり方を再
考した。多くのことを学んだ。

 今日はエコツーリズム、グリーンツーリズムに興味があって参
加させていただきました。東京で活動する NPO/NGO の活
動には出かける機会はありましたが、今回のように地域で活動
する NPO の方からお話をきくことは今までなかったので、大
変有意義でした。紹介されたイベントにも参加してみたいと思
います。ありがとうございました。

 地域の力を感じます。地方が元気になる方法は？　豊かな自然
があり、素敵な人がいるけど、このままでいいのか？　やるこ
とがある物は同じ。キーは人なのでしょうか？　限界集落の話
でもありましたが、別に不便を感じてない。逆に都会の人がき
たがっている。大変勉強になりました。

 多用なアプローチや考え方がそれぞれにリアルで今後のあり
方を考える上で参考になった。

 地域の活動化というイメージを持って臨んだが生き方の原点
を見直すことからはじまるという視点を得た。

 各地の取り組みを理解できた。外部から入りこむ大変さ苦労
をもう少し。

 とても勉強になりました。子供の頃に山村留学したかったなぁと
思いました。（そしたらどんなに豊かな人間になっていたか…）

 かみえちご山里ファン倶楽部：自分がリアルだから他者にもリ
アルになる→とても心に残った（実感）。大杉谷自然学校：昔
の日本人のすごさを伝える劇場→私もそんなことがしたい。
多様な活動が求められる自然学校でいいじゃん！って思う。土
着がないといいね。無料でこれだけのイベント…　ありがたい
です。

 とてもよかった。ESD と自然学校を自分なりに深く勉強して
みたい。

 自然学校に興味があったので本日のイベントに参加させてい
ただきました。自然学校に携わっている方々のお話を初めてう
かがったのですが、どのような志でどのような活動をされてい
るのかを詳しく教えていただきとても勉強になりました。特に

「具体を大切にし、抽象に陥ってはいけない」との指摘が印象
的でした。4月から大学4年生になりますが、卒業までに是非一
度は何らかの形で自然学校に関わっていきたいと思います。
本日は、実際に自然学校に携わっている方々のお話を聞けると
いう貴重な機会を設けていただき、ありがとうございました。

 多様な取り組み、多様な視点をうかがえ勉強になりました。ネー
ティブ日本人のすごさを渋谷を歩いている若者達にどう伝えら
れるか、考えていきたいと思います。

 関原氏の話が強烈でした。自己がリアルであるということ。こ
ういう話は自然学校の業界であがることが少ないですよね。
かみえちごが持っている力の根拠を見た気がしました。とても
魅力的な顔ぶれ、内容だったので、個人的にはもっと話が聞
きたかったです。

 ガツンと頭をやられました。こもっていてはだめですね。地域
の人に教わりまくりたいと思います。本当にありがとうござい
ました。

 初めて参加したが、こんなにも内容が濃く勉強になって面白い
ものだとは思いませんでした。期待していた以上に、多くのこ
とを学べたシンポジウムでした。自然とかかわっている方は、
どこか大きく、そして豊かな方が多いように感じました。司会
の方もとても面白かったです。ありがとうございました！

 それぞれの自然学校の活動、考え方、思い…とても魅力的だっ
たり、とてつもないパワーを感じたりした（でも、具体だから
こその魅力なのかもしれません）。そんな時間でした。自然学
校がその地域の人とつながりをつくってきた、それが不可欠
であったように、自然学校同士、地域同士がつながりをつくる
ことを、当事者として求めているのか。求めているならそこか
らどんなものが生まれそうなのか、お聞きしたいと思いました。

“あたたかいお金”とても良い、力強い言葉ですね。

 奇しくもご縁のある地域の方ばかり、期待以上の収穫でした。
シンポジウムの書いて表示して発表する手法も、とてもよかっ
たです。ご準備等大変だったでしょう。ありがとうございました。

 地域づくり型「自然学校」の現状が分かりました。「自然学校」
というCB・SB と社会的企業を創ろう！！

 地域の深刻な事情と可能性について学ぶことができた。
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 みんなを巻き込むチカラ。無くなるものが何なのか。それを
知らなければ不安は生まれない。未来は全てが新しいのか？

 今回のイベントではあまり出てこなかった問題点、特に都会
の生活の中での ESD の役割みたいなものをテーマに、また
お願いします。人それぞれの学びを発展させていくものかと。
個と社会のつながりをスムーズにしてくれるようなものであれ
ば。（ESD は、地域への回帰のお話しがありましたが、私見
ですが、東京から大学を無くすというのはどうでしょうか？）

 本当に ESD のいい日本語の言い換えが欲しいですね！（いろ
んな人がいろんな訳をしてみるのもいいけれど。）

 ESD の大事さをもっと広めて下さい。阿部先生の熱い話も大
変参考にかつ自信にもなりました。ありがとうございました。

 相互協力体制を構築する知恵について、討論する場が必要。

 様々な自然学校が全国にあると感じました。そのような自然学
校情報を集め、より多くの人にコンタクトしやすい環境づくり
も必要なのでは？　そうするとよりアクセスしやすいと感じまし
た。

 地域の活性化と環境意識の醸成。

 学術的な ESD を普及するのではなく、地域の人たちの活動
を ESD 的に見たらどうかということを考えてもらいたい。村
の人たちは地元のことをどうするかを考えている。そのことを
ESD がサポートしてくれる仕組みづくりに期待したい。

 このキーワードに関わる様々なセクターや人々ともっと出会い
たいです。

 日本の各地域に存在していた文化継承を、なんとか持続可能
なものにして、未来につなげていけないものでしょうか。都会
でも伝統技能を持った方の後継者がいないのです。これも現
実。何故でしょうか。

 センターを越えた取り組みが本当に必要なことだと感じた。地
域の行政がもっと理解してほしい。

 いつもコミュニケーションがあって良いと思います。日本文化・
伝統みたいなものを取り上げると面白いのではと思いました。

 学んだ子供達がどのように活躍するのか見てみたいです。

 地域に目をむけた研究を教えてください。持続的開発とはどう
いうことですか？

 国内外の事例を今後もご紹介いただきたい（自然学校だけ
でなく）。1事例、テーマをきめて1時間くらいしっかり現場
の声をうかがえるとなおありがたい。日本が中国など、アジ
アの環境教育を支援する道を探っていただきたい。

 環境教育が含まれるかもしれませんが、自然観察会のよう
な地域の自然（歴史も当然含みます）に親しむイベントは、
地域の愛着を深めたり、地域内の交流を進めたりするのに、
良い活動だと思います。「案内役と参加」という構図ではな
く、参加者それぞれが何らかの専門家として対等な参加者と
なるようなイベントが望ましいと思います。ESDにおいても
大切な取り組みとなると考えます。

 Politicians、政治家の ESD はどうすればいいんだろう…

 各地の実践例の紹介と現状（仕組みがどうあるべきか）を包
むような発想（哲学）が知りたい。

 ESDって何だろう？　という絶え間ない問題提起。

 本が精神的に豊かになること。そして世界にプラスの影響をあ
たえること。

 実践者をすくい上げて欲しい、広めて欲しい。

 言葉の意味を深く掘りさげていくと本当に意義深い。期待
します。

 経済的な問題は理念的な議論だけでよいのでしょうか？　もう
少しリアリティのある議論が必要では…

 日本の地域の経験と海外の地域の経験の相互交流についての
発表・勉強会などを開いていただきたいです。

 今回の参加者も関係者が多数いました。もちろん関係者にも
勉強になる話ですが、ＥＳＤも含め、関心をもっていない人が
来てくれるような、もう少しレベルの低い場もつくっていただ
きたいと思います。

 平和教育という視点が、日本の教育でとりあげられにくいので、
他者、理解、コミュニケーションの視点でＥＳＤが役立つとい
いと思います。

 今回のように具体的な ESD に向かう形を多く見せていただけ
たらと思います。

 こういった自然から学ぶこと、それが都会の学校ではなかなか
難しいと思います。田舎だけでなく、都会でも通用する ESD
がこれから普及していくことを期待しています。

 これからの教育のあるべき姿だと思います！

 今、数値化できていない、自然学校がもたらす効果の中には、
ESD の要素は多分入っているように思います。ESD の視点
で、効果を言語化し、可視化、できれば数値化することで、
各地域、各自然学校の持つパワーを一般化して発信すること
はできないかな…

 ESD をもっとわかりやすく浸透させる。今日の内容を HP 上
に公開。若いこのような内容を期待している人たちに発信す
る。

 まず認知度を上げる必要があるのではなないか？

ESD に期待することをご自由にお書きください。4
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1996 年「自然学校宣言」というシンポジウムを東京で開催した。この時「全国に 100

の自然学校をつくろう」と言っていたが、その後あっという間に数百の「自然学校」が誕生した。

社団法人日本環境教育フォーラム自然学校センターは、自然学校に必要な６つの機能を以下

のようにまとめている。

①年間を通して行う様々なプログラムを実施するために必要な施設やフィールド。

②プログラムの実施や企画、運営、安全管理や人材養成、経理・財務などを行うためにマネー

ジャー、デレクター、インストラクターの３つの役割（職務）を担う専門性を持った人材がいる。

③フィールドや場、または対象者に応じて、通年を通して実施する環境教育をねらいとした様々

な活動があること。

④社会との関係性をもち、公益に資する自然学校のミッションと、それを具現化するビジョンをも

ち、組織運営していくための仕組みを制作すること。

⑤プログラム実施上の安全管理はもとより、自然学校組織を健全に維持・運営するために必要な

あらゆるリスクに対する安全管理と危機管理システムが構築されていること。

⑥上記①～⑤を総合的にマネジメントし、社会的信用を得て健全に運営できるための機能(組

織)をもつ。

自然学校の６つの機能を整理したのは 2001 年頃だった。この頃は「自然体験活動の拠点」

という意味の自然学校が主流であった。この有様がこの 10 年の間で随分と変わってきた。

今回ご登場願った５つの自然学校は「自然体験活動の拠点」であると同時に「地域再生の拠点」

という新たな役割を期待され、実際にその役割を担っている。こうした役割を担っている組

織は必ずしも「自然学校」と名乗っていないところも多い。例えば今回の５つの組織のうち「自

然学校」と名乗っているのは「大杉谷自然学校」のみだ。

「自然学校は地域を救う」という今回のお題は、このシンポジウムの準備を始めて間もなく

「随分と不遜な物言いかも知れない」と感じていた。案の定登壇者の方々からは、このタイト

ルに違和感があるとの発言があった。地域と自然学校が対峙していた 80 年代～ 90 年代と

は状況は随分と変化している。すでに自然学校は地域の中にどっぷりと入り込み、地域の一

員として地域内の社会的企業としての役割を果たし始めているのだ。

2002 年・2006 年と広い意味での自然学校の全国調査を環境省や社団法人日本環境教育

フォーラムが実施している。2010 年にも全国的な調査を行い、その調査結果は 2011 年 3

月に開催を予定しているシンポジウムで発表したいと考えている。

今回のシンポジウムにご協力いただいた、各自然学校の皆さんはじめ多くの方々に深く御礼

申し上げる。ありがとうございました。

2010 年 4 月 11 日　立教大学 ESD 研究センター　運営委員　川嶋直

お わ り に
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